
76－ シンポジウム報告

　2023年 11月 18日、アジア研究センター開設 10周年を祝して、シンポジウム「アジアの日常」が開
催されました。

司会

石井　梨紗子　アジア研究センター所員・神奈川大学法学部准教授

　本日は、神奈川大学アジア研究センター開設 10周年記念シンポジウム「アジアの日常」にお越しい
ただき、誠にありがとうございます。本日、司会を務めさせていただきます、神奈川大学アジア研究セ
ンター所員、法学部の石井梨紗子と申します。どうぞよろしくお願い申し上げます。
　開会に先立ちまして、神奈川大学学長、小熊誠よりご挨拶申し上げます。

学長挨拶

小熊　誠　神奈川大学学長

　今日は、アジア研究センターの第 10周年記念シンポジウム開
催、誠におめでとうございます。10年という節目、当たりまし
て、本日のシンポジウムを開催できますこと、大変うれしく思っ
ております。
　開催に当たりまして、一言ご挨拶を申し上げたいと思います。
まず初めに、私の個人の紹介をさせていただきたいと思います。
私は民俗学の専攻でございます。民俗学というと、日本研究と思
われている方もいらっしゃるかもしれませんが、私は沖縄を中心
に、中国、韓国、東アジアの民俗文化を比較しております。私は
個人的に、1960年代の文化大革命、そのころ、まだ私、中学生
でしたけれども、その時から中国に興味を持っておりました。大
学に入りまして、東京のところには中国映画鑑賞会がありまし
た。当時、1970年代でございますけれども。その時に、『白毛
女』とか『紅色娘子軍』という歴史的な中国映画を見て勉強いた
しました。その時には、ご存じでしょうか、中国映画研究の刈間
先生、後に東大教授になりました。あるいは白井先生、これも中国映画研究者ですけど、当時私の先輩
に当たりまして、その先輩たちと一緒に中国映画を見たりしておりました。
　また、1979年、文革がちょうど終わる時期に、交流留学で 1年間、香港中文大学に留学をいたしま
した。その時には、映画で言えば、『小花』という映画が流行って、中国のみんなが見ていた映画で
す。その映画に私もはまっておりました。その主人公の陳冲という女優はアメリカに行ってしまいまし
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報告報告
センター開設 10周年シンポジウム
「アジアの日常」
（2023 年度シンポジウムの報告）

Lam Peng Er、青木（岡部）まき、魚住和宏、西井凉子、
中林広一、荒木田勝、石井梨紗子（編集）
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て、アメリカで有名な女優になっています。あるいは、劉曉慶という女優、私は大好きだったんです
ね。この女優は、その後、1987年に、『芙蓉鎮』という文革の映画に出ていた有名な女優でした。
　私自身は、1980年 1月 2日、改革開放が始まったその時に、香港から中国に行きました。私より早
く中国に行かれた方々もいらっしゃるかと思いますけれども、その時以来、民俗学の調査を中心に中国
にはいろいろお世話になっておりまして、50回は優に超えるくらい中国に行って勉強させていただい
ています。本日はそういうことで、中国を中心に、アジア研究のシンポジウムになります。
　アジア研究センターは、アジアおよび、アジアの諸地域を対象に、政治、経済、社会、文化、科学技
術など、個別学問分野の枠を超えた総合的かつ学際的な研究に取り組んでおりまして、調査研究と学術
交流を通じて、アジアの平和と発展に寄与することを目的として、2013年 4月に開設されました。こ
のセンターは、所長である、建築学部教授の山家京子先生をはじめといたしまして、本学の文系、理工
系の計 9学部の教員の先生方で構成されております。文字通り、分野の枠を超えて、アジアに関するさ
まざまなテーマに沿って、共同研究が進められております。
　本日のシンポジウムでは、「アジアの日常」を主題といたしまして、アジア研究の 10年を振り返ると
ともに、これからのアジア研究について視座を得ることを目的としたものだと伺っております。近年の
コロナパンデミック、そして、ロシアによるウクライナの侵攻、直近では、イスラエルとハマスの紛争
など背景にいたしまして、私たちの日常は、当たり前に今ここにあるものではなく、非常に日常が動い
ていると考えられます。私たちのかけがえのない日常は、戦争、そして、災害によって、いとも簡単に
断たれてしまいます。ありふれた言葉である日常、この日常というのは、私の専門の民俗学でも、日常
文化の研究が行われています。この日常ということは、民俗学だけではなく、政治、経済、社会、文
化、科学技術の観点から問い直すこと、それは、アジアを再定義する意義深い試みだと言えるのではな
いかと思っております。
　また、本日は、アジア研究を専門にするさまざまな研究機関に所属する研究者の皆さまがご登壇くだ
さると伺っております。学際的かつ先端的な研究の発表と議論の場として、本日のシンポジウムは研究
交流が進む場だと期待しております。
　最後になりましたが、本日のシンポジウムで活発な議論が交わされ、そして、実り多き会が成功に終
わられますよう、お祈り申し上げるとともに、アジア研究センターのますますの発展と、本日ご参加い
ただいた皆さまのますますのご健勝を祈念いたしまして、私からのご挨拶とさせていただきます。どう
もありがとうございました。

趣旨説明

山家　京子　アジア研究センター所長（神奈川大学建築学部教授）

　皆さん、こんにちは。神奈川大学アジア研究センター所長の山
家です。よろしくお願いいたします。本日はご多用の中、本シン
ポジウムに足をお運びいただき、ありがとうございます。そし
て、基調講演をお引き受けいただいた、シンガポール国立大学の
Lam博士、そして、第 2部のショートスピーチを快くお引き受
けいただいたパネリストの皆さま、どうもありがとうございま
す。本日はどうぞよろしくお願いいたします。
　最初に、アジア研究センターについて、簡単にご紹介したいと
思います。先ほど学長からもご紹介がありましたとおり、アジア
研究センターは調査研究と学術交流を通して、アジアの平和と発
展に寄与することを目的に、2013年 4月に開設され、今年 10周
年を迎えることとなりました。これまで 15の共同研究が終了
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し、9の双書、12のシンポジウム、公開講演会等を実施し、現在、こちらにあります 7つの共同研究が
進行しております。
　2019年末に始まったコロナパンデミックは、アジアのみならず、世界中で私たちの日常を揺るがす
ものとなりました。コロナ以前、私たちは朝起きて、満員電車に、オフィスに向かい、同僚と机を並べ
て仕事をし、週末には友人たちと食事を楽しむ、そんな日常を送ってきました。ところが、コロナ禍に
あって、ステイホームが叫ばれ、密は避けなければならず、人との会話も画面越しとなりました。当た
り前だと思っていた日常が消えた日々であると同時に、今ここにある日常に向き合う時間だったと言え
ると思います。
　コロナパンデミックは一種の災害です。これまでも戦争と災害は日常を断つものとして存在してきま
した。この 10年を振り返った時、日本では、地震や豪雨をはじめとした大きな自然災害に見舞われ、
被災地では日常が断たれてきました。そして、ウクライナでは今もロシア侵攻により日常を奪われてお
り、また、ガザ地区でも多くの市民が命の危険にさらされています。私たちの日常、アジアの日常のル
ーツはどこにあるのか、日常は何によって構成され、また、どのように私たちの前に現れるのか、何が
日常を支え、あるいは脅かすものは何なのか、日常はアジアを問い直す一つの視点になり得ると考えま
した。
　私の専門分野、都市計画、まちづくりから、アジアの日常を考えてみたいと思います。まず、日常は
私たちの街の風景に現れます。人々の日々の営みは、その土地の風土や歴史を反映して、固有の景観を
形成しています。東南アジアのショップハウス、韓国のタルトンネ、そして、こちら、今、写真が出て
います、アパートの表装など、カスタマイズされた表装などがこれに当たります。これらは、人々のな
りわいを含めた日常を映し出したものと言えます。このように、日常を観察し、描写することで、アジ
アの特質、すなわち、日常を構成する要素、その背景にある歴史、社会、文化的特質が見えてきます。
　一方、そうした日常を守る制度、仕組みもあります。例えば、都市計画において、用途地域というの
があるのですけれども、それは、住環境を保全する、つまり、住民の日常を守る目的で定められていま
す。これらは日常を支える、守る仕組み、裏返せば、日常を脅かす存在に着目するアプローチと言えま
す。
　次に、私が代表を務めます、共同研究グループの主題、アジア都市の生活圏からアジアの日常を考え
てみたいと思います。生活圏というのは、およそ自宅から徒歩で移動できる範囲を指します。およそ小
学校区ぐらいの広さでしょうか。近年、その生活圏を見直して、充実させようという動きがあります。
都市計画コンセプト、15-Minute Cityとか、20 minute Neighborhoodなどがよく知られるところですけれ
ども、いずれも、自家用車の移動削減によって、脱炭素社会の実現を背景とし、いずれも自宅を中心と
した徒歩圏で生活がおおむね完結することを目的としています。これらの考え方は以前からあったもの
ですけれども、コロナパンデミックにより、いやが応でも自宅周辺の環境に関心が向けられるようにな
り、注目が高まったと言えるでしょう。
　そこでは、利便性だけではない、居心地の良さも求められています。例えば、20 minute Neighborhood
が求める要素の一つに、Ability to age in placeがあります。その地で年齢を重ねられること、老いを迎
えられることを意味します。機能的に、病院、福祉施設があればいいというわけではなくて、おしゃべ
りを楽しむコミュニティーがあって、心を豊かにしてくれる自然環境に恵まれている、そうした生活圏
が求められています。
　アジア都市の生活圏を考えた時、アジア都市、東南アジアをはじめとして、バイクや自転車の移動が
多く見られ、それが日常の風景をつくり上げています。すなわち、アジアの都市固有の景観を形成して
いると言えるでしょう。アジア都市の生活圏を日常から考える時、まず、日常の基盤となる生活圏を観
察し、描写することで、アジアの特質が見えてきます。例えば、自転車、バイクといったモビリティー
によって、生活圏のスケールが異なるところもアジアの特質と言えるでしょう。一方、私たちは豊かな
日常を支える生活圏を構築する、アジア的計画論、制度についても考えなければなりません。それらは
欧米で先行して実践されたものとは手法的にも異なるはずです。このように、アジアの日常を観察、描
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写することで、そのアジア的特質を再検討するとともに、それを支え、守る、アジア的仕組み、制度の
構築を目指したいと思います。
　最後に、本日のプログラムを簡単に説明いたします。第一部は基調講演として、シンガポール国立大
学東アジア研究所主席研究員 Lam博士にお話しいただきます。第二部では、ショートスピーチとし
て、国内のアジア研究所に所属される研究者の方々に、政治、経済、社会、文化、科学技術の観点か
ら、アジアの日常についてお話を頂きます。学際的かつ幅広い議論が展開され、多角的なアプローチか
ら日常を考え、アジアについて問い直す機会になればと考えています。それではどうぞよろしくお願い
いたします。

第一部　基調講演
Lam Peng Er 博士　シンガポール国立大学東アジア研究所主任研究員

　こんにちは。私の方からまず感謝を申し上げ
たいと思います。小熊学長、私にお招きを頂き
まして、ありがとうございました。それからま
た感謝したいのは、尊敬する教授陣の方々で
す。神奈川大学の教授陣の方々。特に感謝しな
ければいけないのは、心からの旧友である大庭
先生です。彼女は、10年以上前に会ったと思
います。シンガポールの日本フォーラムでお会
いいたしました。学生の方々も、土曜日の午後
なのに来てくださってありがとうございました。

　今日の話の概略といたしまして、まず、大庭先生からお招きを頂いた時には、「日常生活のことを話
してくれない？」と仰ったわけであります。「え？」と思いました。どうやって国際政治と日常生活を
一緒にするのか？　でも、真剣に受け取りまして、そして、この考え方に至りました。
　まず初めに日々の生活の意義を話したいと思います。「個人的なことは政治的なこと」という表現が
ございます。日常生活こそ政治そのもの、よろしいでしょうか。皆さま方の個人的な生活というのは政
治なんですよ。例えば、ローカルなコミュニティーの生活があって、グローバルな重要性に繫がるとい
う、これが累積的に積み上がっていくということです。
　2番目に、私の個人的な体験をいたしましょう。どうやって私が個人と政治のリンクを見つけたかと
いうことです。個人のレベルから始まって、地域のレベル、国のレベル、そして世界のつながりを発見
したのが偶然の出来事だったのです。神奈川区で始まりました。皆さま方の古いキャンパスがあるとこ
ろですよね。30年以上の前のことでありましたけれども、私は、あなたのように若かったんですよ。
私だって若い時がありました。学長先生は人類学者でいらっしゃいましたよね。私は、コロンビア大学
の指導の下に日本の草の根政治を研究をしておりました。恩師の足跡をたどって、講演活動などを追っ
て社会運動を研究していたのですけれども、そこで見つけたのが神奈川区でありました。それは後でご
説明いたしましょう。
　その後に、コーヒーを飲むとかお茶を飲むとか、日常の本当にありきたりであって目立たないことで
も、素晴らしい大きな意義があるということをお話しします。そして、それは戦争と平和を分けるもの
だということです。とコーヒーとお茶、それからまた戦争と平和はどう関係するのか、後でご説明しま
すからね。
　次に、私たちの日常生活と国際関係に影響がある 6つの要素についてお話しします。経済、地政学、
人口動態、環境、技術、そして、文化、この 6つのドライバーを、私は調べてまいりました。それらが
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21世紀の東アジアの国際関係に与えるのは何なのかを考察いたします。
　それに続いて、私の主張でありますけれども、東アジアの国際関係と未来を見ました時には、これ
は、夢のような世界なのか、あるいは、こうなってほしくはないのですが、悪夢になるのか。例えば、
東アジアで北朝鮮が核爆弾を撃ち合うということになりましたら、これは悪夢になります。あるいは、
5メートル、10メートル、水面が上昇する、そして、温暖化が起こるということ、それがグリーンラン
ドの氷山が溶けるということになるのか。ブラックスワン現象が起きるかもしれません。予想できない
極端な事象のことをブラックスワンと言います。本当に未知数です。誰も分からないんです。これは、
皆さま方と私たちが、たくさんある選択肢から選ばなければいけません。首相が決めることではありま
せん。何百人、何千人という人たちが、私たちの日常生活で、例えば、消費パターンもそうでありまし
ょうけれど、累積的に積み重なっていく決断が世界を動かします。
　歴史と国際関係は、王様とか女王様とか、あるいは、ナポレオンとか将軍が動かすわけではないわけ
であります。『ナポレオン』という映画は間もなく来ますけれども、映画の中ではバイアスがかかって
いるでしょう。伝統的な歴史の本を見たら偉大な王や大将軍が出てきますよね。大帝国が出てきます。
でも、それで歴史と国際関係は、それだけで動かされているわけではないのです。個人とその地域社会
の日常生活と積み重ねられた選択によって、歴史と国際関係は動きます。

　「個人的なものは政治的である」ということ、1960年代から人気のある表現なのですけれども、どう
してこんなことが言えるのでしょうか。特に人気があったのは、アメリカの公民権運動の時です。特に
女性たちに人気がありました。皆さま方が、子どもをどこの学校に送るかとか、それは皆さまの家族だ
けが決めるわけではなくて、そして学校が決めることでもないでしょう。皆さま方の日常生活、皆さま
方の選択肢、あるいは、皆さま方の選択肢がないというところは、往々にいたしまして、国家が決める
ところがありますよね。大会社が決めますかね。それは決して、皆さま方や家族の決定ではないかもし
れない。もっと大きな力が決めることかもしれません。
　なぜ私がこれが分かったのかということなのですけれども、1991年のことでありましたが、私がフ
ィールドワークに選びましたのが、梅沢健治さんの選挙戦でありました。殆んどの人が忘れていらっし
ゃると思いますけど、1991年は、梅沢健治さんは神奈川県の自民党の幹事でいらっしゃったのです。
神奈川県担当事務総長でいらっしゃいました。私は 1991年の 4月の統一地方選挙に参加して取材をい
たしました。本当に良い人でした。そして、選挙戦、追ってもいいよということを仰ってくださいまし
た。よく覚えておりますけれども、その当時、まだ 4月に桜が咲いておりました。それから、息子の裕
之さんにお会いいたしました。梅沢裕之さんです。日本では本当に王朝的な世襲制度の政治が行われて
おりますので、国会レベルでなくても、この市議会のレベルでも、県議会でも、王朝式の世襲制度があ
るわけです。梅沢裕之さんは、その時緑区の市議で、ご自身は梅沢健治さんのお婿さんだと仰いまし
た。健治さんに息子がなかったので、娘さんと結婚して、姓を変えて養子になったんだということを仰
っていました。義理の父の跡を継いだのです。そして、1980年から 10年以上、ローカルなレベルで議
席を確保し続けていると。これが市議会であったということなんですよね。その家族はいつも議席を保
持しているということでありました。いずれにいたしましても、今はこの神奈川県議会の議長を、梅沢
裕之さんが務めていらっしゃいます。私が若者としてお会いした時、父親が神奈川県の自民党の幹事で
再選を目指してらっしゃいまして、今は息子さんが父の席を狙って活動していらっしゃいます。
　ということで、なんでこんなことが分かったのかということでありますけど、私が選挙戦の観察をし
ておりました時に、事務所で大きなグループが入ってきたのを見たのです。女性の支持者でした。この
ような旗を立てて、梅沢健治さんに表敬訪問をして、ユニホームを着て。あら、日本の政治で変わって
いるなと思ったのです。男性しかいないものなのに、女性。全ての国会の議員たちは男性と言ってもい
い。しかし、ここに入ってきたのは女性でありました。主婦たちでした。この女性たちは緑の党で、神
奈川ネットワークに所属しているということでありました。そして神奈川ネットワーク運動は、いわゆ
る生活クラブという生協に支えられておりました。生活クラブは東京に始まったものでありまして、緑
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区ではありません。1968年に設定されまして、その後には色々なところに広がっていきました。生活
クラブの組合の殆んどは主婦でありましたけれども、長野、山梨、札幌にも行きましたね。生活クラブ
はどんどん広がったわけであります。でも、関西はコープがありますので、なかなか逆風が吹いて広が
らなかったようです。
　いずれにしても、この主婦のグループは何を求めていたのか―横浜の市議会の席を争っているわけで
ありますけれども―政策は何だったと思いますか？合成せっけんの禁止ですよ。それが彼らの求めた政
策でありました。合成せっけん、これを使って洗濯をしたら環境に悪いということでありました。これ
は、せっけん運動と呼ばれていました。メインストリームの中堅政治家たちにとっては混乱した議題で
した。とにかく、合成せっけんの使用禁止、そして学校での子どもたちの食の安全、そういったものを
訴えていました。主要な懸念というのは、日常の生活に関連すること、子どもたちに安全な食を与える
べきであるということ、いじめをなくすということ、そして洋服を捨てずにリサイクルするという運動
を進めること、こういったものでした。リサイクルの支援、リサイクルの推進、ごみの分別、ごみのリ
サイクル、分別、収集、こういったものを求めていきました。さらに男女平等の議題や平和主義などが
ありました。
　大変驚きました。自民党の人たちが、こういった共産党っぽい政策を進めたことに驚きました。大変
熱意を持っていました。日常の生活の懸念事項が市議会で議論されることに大変情熱を持って訴えかけ
られていることが印象的でした。そしてその人たちのアイデンティティーは、平和主義、それからエコ
ロジーの問題にありました。その対象は、地球温暖化や気候変動、そういったものに繫がっていきまし
た。ですので、繫がりはあるわけです。地元の懸念事項が気候運動に繫がっていくわけです。
　この神奈川ネットワーク運動の候補者たちに会いました。結局、落選してしまいました。でも、政策
を宣伝することができたということでした。また議員の女性にも会いました。ナショナルネットワーク
です。これらの女性は、地元のネットワークの運動の人たちでしたけれども、長野、千葉、埼玉、札
幌、また、福岡、こういった生活クラブが支援する他のネットワーク女性議員にも会いました。この生
活クラブというのは、あるキャンペーンをしていました。女性たちに、地元の選挙に立候補して、神奈
川ネットワーク運動がしたことと似た運動を起こすようにということでした。我々は政治に対してアマ
チュアです。ただの主婦ですと言ったんですね。しかし、彼らが信じていたことは、一緒になれば違い
を生み出すことができる、市議会、そして、県議会、そして、訴えることができる、それがまさに日本
の民主主義のエッセンスだと思います。日本の民主主義というのは、ただただ、党の戦いではありませ
ん。自民党対他の党の争いではありません。地元の政党、日常生活に思いをはせる政党、そういったも
のが関わってくるのです。
　もう一つ、日本財団が私をスポンサーしてくださって、東日本大震災で被害を受けた地元の人たちと
会って欲しいと要請されたことがありました。私はシンガポール出身ですけれども、シンガポールは再
建に貢献しております。福島、宮城、岩手、特に私は岩手県の陸前高田と緊密に交流しております。家
族が犠牲になった方も沢山いらっしゃいました。市議会の人たち、共産党の人たち、また別の政党の人
たち、様々な考えをお持ちの皆さまとお会いしました。
　津波の前には、シンガポールという言葉を陸前高田の人はあまり聞いたことがありませんでした。し
かし、大きなコミュニティーホールがありまして、シンガポールの国がその復興を支援するということ
になりました。普段は日本の ODAによって支援されている国です。それが陸前高田に行き、コミュニ
ティーホールの再建を助けました。コミュニティーホールは、陸前高田ではシンガポールホールとして
知られています。コミュニティーホールの前にはマーライオンが建てられています。私は見てびっくり
しました。また、図書館も陸前高田に造りました。私はそこに行ったのですけれども、皆さん、高齢者
の方が踊っていました。そこで新聞記者がいたのですけれども、そこの高齢者の方たちと踊りをするよ
うに言われまして、踊りました。
　そこにいた時に感激したのは、住民の方たち、陸前高田の住民の方たちが生活の再建をしていたこと
です。下から活性化させて、そして、町を再活性化していたことです。私は、多くの住民、そして特に
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若い方、普段だったら東京、仙台で働いていた若者たちが、70%流されてしまった町に戻ってきたわ
けです。東京や仙台での仕事を辞めて戻ってきたわけです。東京や仙台から、そして、陸前高田に戻り
ました。その若者たちは農業に携わったり、様々なことをしていました。陸前高田は漁業が強い地域で
したけれども、悲劇の中にも希望があるということです。シンガポールが陸前高田を見つけ、陸前高田
がシンガポールを見つけた。これは希望の光でした。シンガポールで陸前高田の展示会があります。そ
こで農業製品や食べ物、お酒などが売られています。シンガポールで、です。陸前高田の住民の人たち
は、日常生活を通じて生活を再建し、日常生活を通じて、津波ツーリズムというものをつくりました。
様々な場所から、シンガポールや日本からやってきて、そして、東北の再建状況を観光する、見て回る
わけです。
　自然災害は日常生活と密接に関係しています。そして、シンガポールと陸前高田の住民の間に関係が
築かれました。ですので、シンガポールと陸前高田の市民の関係を考えた時、国際関係とは何か？例え
ば、これは紛争問題だけではありません。陸前高田とシンガポールの関係、国際関係というのは、心と
心の関係です。ですので、国際関係というのは、もちろん政治家同士の問題もあります。戦争、平和の
問題もありますが、個々のレベルでは、町と町、日本の町と町の関係、そして、皆さんも神奈川大学に
いますけれども、あるいは留学生かもしれません。あるいは国際関係を勉強しているかもしれません。
毎日の勉強の中で、こういった国際関係と日々接しているわけです。

　来月、12月 16日、ボストン茶会事件の 250周年になります。ボストン茶会事件とは何でしょうか？　
皆さん、タイムマシンがあったとして、250年前に遡りましょう。アメリカの植民地だった時ですね。
モホークインディアンに扮した植民地時代の反乱軍の方たちがいました。来月が 250周年、12月 16日
が記念日です。アメリカ軍のモホークインディアンに扮した反乱軍が、ボストン港に入ってくるイギリ
ス船籍の船に乗りこみました。そして積み荷の紅茶を海に投げ捨てたんですね。それは、イギリス支配
者に対する象徴的な抵抗でした。なぜかというと、紅茶に課される税金を支払う代わりに、積み荷の紅
茶を海に捨てました。紅茶を飲みたければ税金を払えということでしたので、積み荷を捨てたわけです。
　殆んどのアメリカ人は、ボストン茶会事件を考える時、アメリカの反乱の動きだと捉えます。アメリ
カの独立の革命というのは大変複雑なものですけれども、この歴史を鑑みた時に、ボストン茶会事件と
いうのは、アメリカのイギリス政府への抵抗の動きだったわけです。
　それでは、ここで問題となっているものは何か。東インド会社ですね。イギリス議会が、東インド会
社にアメリカ植民地への独占販売を認めるということで、この東インド会社はイギリスの会社が所有し
たわけですが、それが倒産にひんしていたのを救おうとしたのですね。当時はアメリカに 30の植民地
があったのですけれども、英国議会はそれに課税することで東インド会社を倒産から救おうとしました。
　これに怒ったのが植民地です。どうしてロンドンが税金をかけてくるのか、これは消費税みたいなも
のでありますよね。私たちにどうして課税をするのか、全く代表権はないのに、英国議会から何の相談
もないではないかととを怒ったわけです。そして、ロンドンはどう言ったか。ごめんなさいね、はい、
これインドの会社なんだものね、インドの会社がこの税を課すのだからねと言い逃れようとしたわけで
あります。
　いずれにいたしましても、私はちょっと調査をしてみました。そして、分かったのは何かと言います
と、この 1776年が革命でありますけれども、その少し前、1774年とか 1775年とか、アメリカの植民
地の 3分の 1というのが、1週間に 2杯の紅茶を飲んでいたということなのです。多くのアメリカ人は
週に 1杯、2杯の紅茶を飲んでいた。だからイギリスの議会は課税した。中国の絹のようだとあまり影
響がないですよね。絹に課税してあまり効果がない。しかしですよ。週に 2杯の紅茶を飲んでいて、そ
こに税が掛けられたら、これは大きなことでありましょう。多くのアメリカ人の日常的な食生活に悪影
響を与えたということなのです。これだけ日常生活に大きな影響があれば、革命になるということなん
ですよね。そして、民主主義だ、人権だと言うけれども、お茶が大きな影響があったわけです。イギリ
ス悪いよと、お茶に税を掛けてくるよということ。私たちはどうして全く代表権のない議会に課税をさ



－83

れているのか、ひどいではないかということになるわけであります。一つの例を申し上げました。いか
に日々の食生活が影響があるかということであります。他に税を課されても知らん顔であっても、やは
り沢山飲むお茶に税がかかったら、彼らは怒るわけですよ。そして、革命を起こしたわけですよ。よろ
しいでしょうか。動機がここにあるわけであります。ですから、日常の生活の変化が政治の動きをつく
るということです。
　それから、他に日常生活の変化が政治の動きを作った例と言えば香辛料もそうだと思います。これは
西側の帝国主義にもつながったわけであります。なぜ帝国主義者が出ていったかというと、（原因は）
香辛料でありました。第 1波であります。それは、冷蔵庫の前（の時代）でありますので、ヨーロッパ
では冬がありますけれども、香辛料がなければ、食品の香り付けには塩だけだったのですけれど、本当
にこれでは退屈になりますよね。16世紀に香辛料、コショウでありますとかシナモンとかクローブの
ようなものを買えるのは本当に一握りのお金持ちでありました。しかし、今、当たり前のことでしょ？　
スーパーに行けば何でもあります。安い香辛料をいくらも買えますけれども、16世紀はそうではなか
った。香辛料とかコショウでありますけれども、金より高かったと言われております。今は本当に考え
られないと思いますけれども。
　ですから、この西側の帝国主義、ポルトガルとかスペインとかが、最初の波として来て、その後がオ
ランダでしたね。そして、イギリス。ご関心があれば調べてみてください。香辛料を求めて、やはり西
洋は来たわけです。
　イギリスは中国茶、中毒になってしまいました。とにかく、アフタヌーンティーは飲まないといられ
なくなってしまいました。中国茶を銀で払ったわけであります。中国は、何でもあるからということで
―中国人も本当に思い上がっていましたから―ヨーロッパからは何も要らない、私たちには何でもある
と。しかし、銀からは、銀を求めたわけであります。お茶の代金に充てたわけです。そうしますとイギ
リスは…分かりましたね。本当に銀がどんどん流出するということであります。彼らはちょっとアイデ
アが浮かびました。ではこれを相殺するために、中国に何かを輸出すれば良いではないか。それが何だ
ったと思いますか？アヘンを売り始めたわけです。これは中毒性があります。麻薬です、アヘンは。そ
れを中国に売り始めた、ひどい話です。中国側は、駄目、これは毒があるではないかと、国民に売るな
と、抵抗いたしました。そして、イギリスは、最初のアヘン戦争、2度目のアヘン戦争を行い、中国は
負けました。簡単に言えば、これは大きなショックでありました。中国のショック、そして、韓国、そ
れからまた日本にもショックでした。どうして中国が負けるのか。イギリスの船艦ですよ。これが本当
に簡単に中国を楽々と打ち破ったわけであります。中国の清王朝でありますけれども、今まで弱さを見
せていなかったのに。
　それと同時に、もう本当にひつぎにくぎを打ち込んだようなものでありましたが、中国の朝貢体制が
崩壊したわけであります。東アジアの朝貢体制。中国は、「中華」でありましたから、他の周りの国、
ベトナム、韓国、日本などの周辺国が貢ぎ物を持ってくるのが彼らの貿易でありました。19世紀の半
ばでありましたけれども、この朝貢体制は終焉に達していたわけです。屋台骨がぼろぼろになってき
て、そして、日本の明治時代（末期）、1911年に清朝は崩壊をいたしました。
　だから、このように積み重なっていって、日常生活は政治に影響力があるわけであります。そして、
王朝ですね。清王朝の始皇帝から 2000年も続いたのに、帝国体制は 1911年に崩壊いたしました。今日
の中国を見てみましょうか。国際的な関係というのは、東アジアで全然違うではありませんか。国際化
が、数百年前と全然違います。その当時は、中国は非常に東南アジアで覇権を主張しておりまして、朝
貢体制だったのです。全く違いますよね？

　次は、東アジアの経済と地政学です。これもドライバーになります。時間が足りないので一部割愛い
たします。東アジアの将来はどうなるのか？　グローバル化が終わるということではありません。中国
の習近平氏とアメリカのバイデン氏は、数日前にサンフランシスコで首脳会談をしていましたけども、
その時には色々話し合いがあったと思います。トランプの任期の時から、貿易、人材、それから、金融
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サービスを切り離す、デカップリングすると言っていましたね。このデカップリングは、するからと言
って一挙に脱グローバルになるということではないのです。グローバルの側面というのは残ります。例
えば技術の進展とか、あるいはネットワークなどは、不可逆なものであります。
　それからまた、生産のネットワークの再編成があると思います。アジアのネットワークは台頭してお
ります。あるいは、多様化が広がっております。中国から離れ、ベトナムに行く、あるいは、タイに行
くとかいう動きがあると思います。
　ただ、地域化ということを考えましたら、北東部では非常に強い地域化が進むと思います。制度的に
は、北東部では地域の組織がありません。東南アジアでは、私の出身地でありますけど、ASEANがあ
りますよね。しかし、北東アジアには ASEANのようなものがないのです。中国、日本、韓国で構成さ
れます TCSというのがあって、文化的な、あるいは経済的なテーマで活動をしておりますけども、非
常に規模の小さいものであります。私はソウルの中日韓協力事務所がある TCSタワーに行ったことが
あります。例えば日本と韓国と中国のスポーツ振興などをやっております。でも政治的な問題は避けな
ければいけない状態でありました。
　ではどうして北東アジアが団結できないのか、なぜ ASEANのような組織ができないのかと思います
よね。それは領土問題があるとか、歴史の問題とか、あるいは異なる同盟関係の結び付き―韓国と日本
はアメリカの同盟、中国はもちろんそうではありません、また体制が違う、価値観も違うということ
で、北東アジアの連合体ができないのです。中国は今、技術的なサイバーの全体主義をとっておりま
す。韓国、日本は、民主主義でありますけれども、しかし不完全な民主主義でありましょう。経済、地
政学、そしてデカップリングとか再編成を考慮したら、北東アジアが近々に同盟を組むことはないと思
います。
　少し前に ASEANの話をいたしましたけれども、学生の皆さん、アジア研究センターでも東南アジア
の研究を忘れてはいけません。日本の人口というのは、縮小しています。推定ではありますけれども、
2060年までには 1億 2,500万から 8,700万に減るといわれております。では ASEANはどうなのでしょ
うか？　人口は、2060年には、何と、7億 9,800万人に達すると想定されております。ということは、
日本の人口の 9倍から 10倍になるということです。そして、ASEANの国というのは、2060年までに
は中間階級が増えます。中間階級が増えまして、日本よりずっと若い。2060年までには、日本の人口
の 40%が 65歳を超えるといわれております。ところが、ASEANの人口ですけれども、2060年までに
は、比較的若いんです。日本より若い。ということは、東南アジアと ASEANというのは非常に重要な
市場になるということです。その時までには、日本にとりましても、中国にとりましても、また、韓国
にとりましても、ASEANの重要な市場性というのが台頭するわけであります。
　日本で、工場とか漁業とか、あるいは高齢者施設で ASEANの人たちが働いていらっしゃると思いま
す。ホテルの労働力にもなっていると思いますし、ラーメンの店でも、あるいは、セブン－イレブンで
も、東南アジアの人たちが働いています。ASEANの消費力というのが上がりましたら、日本は変わっ
ていきます。ASEANでは、各国の個人の若い中間階級の人たちの決定が積み重なります。これは駆動
力があるわけです。ASEANで経済を駆動していきます。また、消費パターンです。1960年代、70年
の日本のようです。変化の機動力というのは中国でありません。どんどん ASEANに行くのです。それ
が皆さま方も分かるでしょう。ですから、学生の皆さま方、アジアの研究をしていて、良い決定をされ
ましたよ。ASEANこそ未来ですからね。研究をしてください。
　向こう 20年、30年、将来はどうなるでしょうか？　アメリカが下がったとか、中国が上がったと
か、それだけではない。中国が台頭して、アメリカが衰退したりという地政学の説明は単純過ぎます。
申し上げた通り、ASEANが台頭するからです。第 2次世界大戦直後には日本が台頭したわけでありま
すよ。それから中国が上がってきて、そして ASEANが台頭するという波です。国際関係は二極化では
なくて、中国対アメリカではありません。ASEANが台頭いたします。韓国、それから、ある程度まで
は日本もそうだと思いますけれども。ですから、アメリカと緊密な関係は続くでしょうけれども、それ
と同時に、関係は多様化いたします。だから、国際関係というのは、東アジアでは多極化するのです。
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多極化であって二極化ではないのです。多国間関係というのは、ASEANを中心に回ります。多国間国
際協調というのは、アジアサミットや ASEANの防衛など、そういったもので進んでまいります。
　また先ほどのポイントを繰り返しますけれども、皆さんがどのように決定を下すか、どのようにお金
を使うか、どのようにリサイクルするか、どのような生活様式を取るのか、消費者としてどのような選
択をするか、こういった我々の日常生活と草の根のレベルのものが積み重なって、地域的、そして、グ
ローバルレベルの問題に発展していきます。
　次に人口と環境についてお話しします。北東アジアは、急速な高齢化と人口減少に直面します。高齢
化社会と人口統計学上の平和とは何でしょうか？　政府が福祉にお金を使わなければなりませんが、ど
のようにそれを工面していくか、どのように軍事費を使うか、どのように若い人にお金を使うか。税金
を上げるということもできますけれども、そうすると選挙に受からなくなりますね。ですので、どのよ
うに銃にお金を使うか、どのようにバターにお金を払うか、銃対バターの予算政策の問題に直面してい
きます。
　社会では高齢化が進んでいます。一方で各国は、軍隊に人をリクルートすることに大変苦労しており
ます。高齢化社会だからです。中国でもそうです。中国でも、若い男女に国軍に加わらせることに苦労
しています。次の 10年、20年、30年と見た時に、このアジアの国々は、そして、東南アジア全体が、
若い人たちを軍隊に動員するのに苦労すると思います。この過程では、軍事費が増えて財源が減少して
いきますので、若い人たちを動員しなければなりませんが、それに苦労するわけです。
　私の楽観的な考えかもしれませんが、中国、日本、韓国、台湾は相互に批判していますけれども、で
も、皆みんな戦争は行きたくありませんよね。まずお金がかかる。そして、どんな結果が生じるか分か
らない。若い人たちがたくさんの命を落とすわけです。現実問題として、日本は女性議員の数が少ない
ですよね。誰かを責めているわけではありませんけれども、楽観的なシナリオとしては、そのうち日本
の女性首相が生まれる日が来ると思います。ヨーロッパではもう既に女性の首相がいます。韓国でもそ
うです。そして、台湾でも女性の首相がいます。私の観察では、イギリスのマーガレット・サッチャー
ではない限り、殆どの女性首相というのは保守的であり、福祉に注力するということです。戦争ではな
く、福祉に注力するのです。これから 10年後、20年後、30年後、日本と中国では、女性の首相が生ま
れるのではないかと思っています。そして、そういった首相たちは、日常の生活にもっと注力した人た
ちになるのではないかと思います。子育て、それから、福祉。確かではありませんが、そうなると思っ
ております。
　100年前に、飢餓や戦争、病気で人口減少するまで、人間の人口は食料供給よりも急速に増加すると
いうことを、トマス・ロバート・マルサスが唱えました。世界の人口、2023年は 81億人になると言わ
れています。70～80年後、2100年までには 104億人になると予測されています。それでは、エコロジ
カルな制度にどのようなインパクトが出るでしょうか？　もちろん、地球温暖化、それ以外に。もしこ
のように人口爆発が起きるとしたら、100億人の人々が食料を求めて戦うわけです。そして、エコロジ
カルな混乱が起きます。国内そして国家間で、水や鉱物を求めて争うことになります。
　では、AIや、バイオテクノロジー、それから、遺伝子編集などのテクノロジー、こういったものは
パンドラの箱を開けることになるでしょうか？　シンガポールの学生では、チャットボットとか
GPT、そういったものを使っております。皆さん、チャットボットはロガリズムシステムに基づいてい
ることをご存じですよね。チャットボットにデータを提供していますね。チャットボットが何をするか
というと、膨大な量のデータベースを元に、対数演算によって最も可能性の高い答えを導き出すように
するのです。我々の日常生活は、こういったチャットボット、あるいは AIに皆さまの情報をどんどん
提供しているわけです。
　私の質問はこれです。Google Xの元代表、モー・ガウダットは、AIの臨界点というものが、2年以
内に到達するとしています。それでは、臨界点とは何でしょうか？　臨界点というのは、AIが自立し
て人間よりも優れた思考と行動ができるようになるということです。そして、自立するということ。人
間の助けなしに、そういったことができるようになるということです。ということは、チャットボット
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にも、どうするべきかということを教える必要がなくなるということです。ある時、AIが人間のプロ
グラムを逃れて、人間のコントロールから逃れる時が来るでしょうか？北朝鮮が核戦争を起こすボタン
を押すかもしれない。もし AIが凌駕してしまうと、こういった恐ろしい決定がなされる可能性もある
わけです。
　今、分岐点にあります。我々がどのように日常生活を送るべきか。地球温暖化は大きな問題です。集
団としてどのように生活をするのか、グローバルのエコロジーにどのような影響を与えるのか。80
億、100億人の人がどのように影響を与えるのか。
　多くの事柄について、我々は恵まれています。神奈川大学のこういったホールにいることも大変恵ま
れています。皆さんスタイリッシュで。ラテンアメリカの国々では、皆さんのようにおしゃれな格好は
していません。我々の日常では、生活を送るということが大事なのですけれども、学生として、理想を
持ってください。
　次の AIの進化は何だと思いますか？例えば、人間のミュータントのようなものができると思います
か？あるいは、AIと人間のサイボーグのようなものができると思いますか？ G7は AIについて考える
時が来るのかどうかということです。
　私のまとめとして、われわれの生活は AIにますます頼るようになってきています。そして、こうい
った状況で国際関係はどのようになされるべきなのか、そういったことを考えていくべきだと思いま
す。ありがとうございました。

第二部　ショートスピーチ・意見交換
石井：これより、第 2部、「『日常』から『アジア』を考える」を開始させていただきます。第 2部で
は、まず、各分野のご専門の先生方からショートスピーチをしていただいてから、意見交換へと移って
まいります。

ショートスピーチ

青木（岡部）　まき 
日本貿易振興機構アジア経済研究所動向分析研究グループ長代理〈政治分野〉

　こんにちは、青木と申します。ジェトロアジ
ア経済研究所というところで、タイの政治外交
を専門に研究をしております。今日は「アジア
の日常」というテーマを踏まえまして、タイに
おける新型コロナウイルス感染症の拡大の影響
について、お話ししたいと思います。
　コロナはタイでも日本と同様に、人々の生活
を大きく揺るがしました。命や生活への不安
は、コロナ対策の責任を負っていた政府への批
判、あるいは不満となって拡大しました。殊に
大きかったのは、それまで積極的、あるいは消極的に政府を支援して支持していた都市の中間層といわ
れる人たちが、政権を批判する側に回ったことです。その影響もあって、タイでは、今年 2023年に入
って、大きな政治的変化をうかがわせる出来事が起きました。
　タイで新型コロナウイルスの第 1波が確認されたのは、2020年初めです。ただ、この時は市中感染
はそれほど大きくなく、地域の保健所や保健ボランティア、それから、保健省などの活躍で、5月には
市中感染ゼロを記録し、タイはコロナ対策の優等生などといわれていました。この写真は、バンコクの
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ある企業が 2020年に作ったコロナ流行下での予防啓発動画の一部ですけれども、マスクはしていませ
んし、緊迫感がなくて、まだ日常の延長にある雰囲気を感じさせます。
　それが、2021年に入ると、タイ国内でコロナの第 2波、そして、第 3波が始まるんですね。この図
は一日当たりの感染者数の推移を表したものです。タイで本当にパンデミックといわれる状況に陥った
のはこの時期でした。2020年の年末ごろから感染が拡大し始めて、3月末から第 2波が始まり、6月に
は第 3波に拡大します。この時、非常事態宣言が出て、バンコクなど、特に感染が多い都県では、11
月まで都市封鎖が行われました。市民の生活は大きく制限されて、失業、あるいは、自分の仕事、工場
が閉まってしまって出勤できない、生活の苦境を訴える人々が増え始めました。
　これは、2021年のバンコク市内の様子をうかがわせる写真です。PCR検査の会場が足りず、外で受
けている様子が下の写真です。また、上の写真は、病院の病床が、ベッドが足りなくなって、公営の体
育館など、公共の施設に簡易ベッドを設けて、感染者の受け入れ、隔離をしているのですけれども、見
るからに簡素なベッドで、プライバシーもなくて、なかなか厳しい状況であることが分かると思いま
す。また、極めて少数ですが、貧しい人やホームレスの人の中には、感染して、道端で倒れて、そのま
ま亡くなってしまうというケースがあって、そうした様子が不安や恐怖を感じさせる調子で盛んに報道
されていました。
　こうした拡大、第 3波の中で起きたのが、コロナデモと呼ばれた抗議活動です。コロナデモは、明確
な主張や組織、リーダーがないまま、偶発的に、バンコク市内で、政府批判を繰り返す形で続きまし
た。その中心になったのは 10代から 20代の若者で、彼らは、非正規などの不安定な雇用形態で働いて
いた低所得層の人たちでした。コロナ禍で仕事を失ったり、自分や家族が感染して経済的、社会的な苦
境に陥った人が多かったといわれます。こうしたコロナデモに対して、警官は、放水など、強制排除を
行って、それに反発した若者が逮捕されるといったことが続きました。
　もう一つ注意したいのは、こうした若者たちのデモとは別に、30代から 40代の中間層といわれる人
たちが政府のコロナ対策を批判する集会に参加する姿が増え始めたのですね。これらの集会では暴力的
な様子は見られなかったのですが、それまで、割と年も上で、穏健な保守派だと思われていた人たち
が、多くこうした集会に参加するようになったというのが注目すべき点であったと考えます。
　そして政府のコロナ対策への不満は、世論調査からもうかがうことができます。この図は、タイで
2020年から 22年かけて、世論調査機関が行ったアンケート調査の結果を示したものです。注目してい
ただきたいのは、このオレンジの線。これは、主要な政党の指導者の名前を挙げて、誰が首相にふさわ
しいと思いますかというアンケートを定期的にとったのですけれども、このオレンジの線は、当時の現
職の首相、プラユット首相の支持を示すものです。この支持率が 21年の 3月の第 2波が始まったころ
からどんどん下がっているのが分かるかと思います。プラユット首相、それまで、比較的支持率が高い
状態を維持していました。それが、彼の人気の凋落がコロナのパンデミックといわれる状態と、ほぼ同
時期に起こっているということを確認していただければと思います。
　さらに、人々の不満は、政府のワクチン対策に集中しました。2021年 8月の第 3波のさなかに行わ
れた世論調査では、回答者の 7割以上が、ワクチン対策のミスが感染拡大の最大の原因だという回答を
しています。そのうち特に問題視されたのが、タイ国内におけるワクチンの不足、それから、ワクチン
接種が、調達できたけど遅々として進まない、自分のところまで来ないという 2つの問題でした。2021
年 6月末時点、パンデミックの第 3波が始まった時点で、タイ国内でワクチンを接種した回数は、累計
で 993万回。接種回数が累計で 5,000万回を超えたのが 9月の下旬、パンデミックが終わりかけたころ
です。タイの人口はおよそ 6,700万人であることを考えると、ワクチン接種がスムーズに進んだとはと
ても言えない状態であったことが分かると思います。
　さらに、ワクチンをどこから手に入れるか。調達する方法が、王室が所有する製薬会社、それから、
大財閥がタイにはあるのですけれども、こちらが出資した企業などによって独占されている状態だった
ことも大きな問題となりました。ご存じのとおり、タイはこれまで王室に対して、国民がすごく強い敬
愛の念を持って接している国だといわれています、この時、タイの国民は、王室の企業がワクチン生産
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のライセンスを独占したことについて不満を隠さなかったのです。
　さらに、調達したワクチンの品質も問題になりました。これは、当時流行していた変異株に対して効
果が薄いといわれていたワクチンしか調達できていない。それが一番安かったし、数が多かったという
のが理由なのですけれども、これに対してやはり不満が集まる。まず、ワクチンが足りない、しかも効
果が薄いものがほとんどで、自分が何を打つか選べない。この状態が自分の身に起こったと思ってみて
ください。頭にきませんか。やっぱりタイの人も嫌だったわけです。
　私、バンコクにタイ人の友人がいるのですけれども、ここに彼女の怒っていた言葉を引用したのです
が、「政府は私たちの税金で、ワクチンを調達している、それなのに、なぜ私たちは自分たちが打つワ
クチン選べないの？」ものすごく怒っていました。これはタイ国民の、政府、あるいはワクチン対策に
対する怒りを象徴する言葉であったなと、今、思います。
　政府は自分たちの税金を使っているのに、自分たちの希望する対策をとっていないという、この怒り
は、それまで国王を尊敬して、良き市民として自分たちはタイ政治を支えているという自覚があった都
市の中間層といわれる人たちの間で特に強かったように思います。タイでは、2000年代から国の在り
方を巡って政治対立が起きて、それが今でも続いている状態ですけれども、その対立は、こちらの図の
ような構造の下で続いてきたというふうに考えられます。
　右側のグループは、タイの支配層である国王や王族、その手足となる国軍や官僚、政府や王党派と結
び付いた財閥、そして、国王を支持して、国王の下で自分たちは民主主義を実現してきたのだという自
負心がある都市部の中間層などのグループです。それに対して、左側は、旧来の体制を批判する新興の
中間層であるとか、政治経済上、長い間不利な立場に立たされてきた地方の住民、それから低所得層と
いった人々が異なる政治体制を理想としていて、どちらを取るべきかということを巡って長年対立を続
けてきました。
　しかし、パンデミックはこの構造を変えたのではないかかというふうに考えています。より具体的に
は、図の右側のグループの人たちの中の都市部、旧来の中間層という、この四角の中で、自分たちの立
場を巡る新たな気付きがあったのではないか。それはどのような気付きかというと、自分たちは教育が
あって、都市に住んで、低所得層や地方に住んでいるような人とは違うと思っていたけれど、実はエリ
ート層ではないという点においては、こちらの左側の人たちと大して変わりはなかったという気付きで
す。
　コロナのパンデミックは、低所得の若者たちも、職があって中間層として働く壮年の人、それから高
齢者も、等しく襲いました。自分たちはワクチンが手に入らず、感染したら下手したら体育館でベッド
で寝なくてはいけない、そういった状況が、政府は自分たちを特別視してくれない、そうした気付きに
つながって、この当時起こっていたさまざまな他の要因と一緒に合わせて、単なる政権批判を超えて新
たな政治の動きにつながったのではないか、そういった変化の影響について、指摘しておきたいと思い
ます。
　その変化、どんな変化だったのかを示したのがこの図です。今年の 5月、タイでは、国会下院の総選
挙が行われました。この選挙では、プラユット首相、現役の首相が率いる与党勢力は大幅に議席を減ら
して、政権交代を訴える野党勢力が大躍進を果たしました。一番左の図は、前回、2019年の選挙結果
であり、右側 2つが 2023年と今年の選挙結果です。青系の色が与党勢力が勝った選挙区、そして、赤
やオレンジなど赤系のところが野党勢力が勝った選挙区を示しています。青から赤へ、鮮やかな変化が
この図から見て取れると思います。タイ国民は、コロナで、自分たちの日常、生命を守るために十分働
かなかったと政府に対して判断を下して、その政府に明らかにノーを突き付けて、政権交代すべきであ
るという態度をこの投票によって示したということができます。若年層や低所得層、それから、地方の
住民だけでは、この変化は起こせません。都市部の住民、中間層、壮年や高齢層も、変化を求めて投票
したのが今年の選挙のこうした結果であったというふうに考えられます。
　未知のウイルスによる感染爆発、コロナの流行は、日本と同様に、タイの人々の生活の基盤を大きく
揺るがして、日常に対する安心感を損なった、見方を変えたと言うことができます。生活や生命の不安
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は、コロナ対策の責任を負う政府への不満となって、政権批判につながりました。その経験は、それま
で政府を積極的、あるいは、消極的に支持してきた、特に都市の中間層の人たちに対する大きなインパ
クトとなって、自分たちも向こう側の人だったと気付くきっかけになったと考えます。これらの人たち
が、政権や、ひいては、まだそこまで言えるかこれから見ないといけませんけれども、政治体制自体も
見直す大きなきっかけになっていったのではないかと考えています。
　タイを含む東南アジア諸国では、1950年代から 70年代にかけて、いわゆる開発権威主義体制といわ
れる政治体制が多数現れました。タイもその一つでした。そこでは、指導者が、経済的発展、あるいは
国の安全、そういった課題を優先して、そのために国民の生活や権利を制限する、そういった措置が取
られました。国民の一部はもちろんそれに抵抗したのですけれども、多数派はそのロジックを受け入れ
ざるを得なかった、あるいは、積極的に受け入れて、所得向上や社会福祉の充実といった利益を得て、
その政治体制を消極的なり積極的なりに支持していったわけです。
　しかし、やがて経済発展の結果として、教育を受けて政治に対する意識というものを変化させた中間
層といわれる人たちが、政治権利をもっと拡充したい、自分たちはこんな制度の下で暮らしたくないと
いう主張をして、民主化を進めて、開発体制というのはやがて、70年代から 90年代にかけてなくなっ
ていったわけです。過去のものになったといわれる開発体制ですが、国家が経済発展や社会福祉に大き
な責任を持つ、あるいは、持つべきだという考え方、自分たちの生活の基盤、日常を守るのは政府の仕
事だという考え方は、実は、私が思っていた以上に現代にもまだ残っている。開発であるとか日常の安
定であるとか、そういったことが、大きな政治課題としてまだ期待されている。そのことが大きく出て
きたのが今回のタイにおけるコロナのパンデミックの出来事だったのではないかと、一つ提案をしてみ
たいと思います。そうした考えは、政府とは国民のエージェントで、忠実なエージェントであるべきだ
という選挙民主主義の考え方と合流して、国民の日常を守れない政府は国民によって排除されるべきだ
という意思表示を、今回の選挙によって行ったのではないかと。
　今回の新型コロナのパンデミックを巡るタイの政治を見ていると、私は、民主主義を進める、あるい
は、国民主権という概念を求めるといった主張と並行して、こういった考え方もまだあるような気がし
てなりません。以上、私からの発表を終えたいと思います。

魚住　和宏 
神奈川大学アジア研究センター客員研究員／経済学部非常勤講師／ SCM ソリューションデザイン代表

〈経済分野〉

　皆さん、こんにちは。魚住と申します。私、
本業はサプライチェーンマネジメント、SCM
のコンサルタントです。ですから、日頃は企業
への SCMのサポートに加えまして、神奈川大
学経済学部で非常勤講師を務めさせていただい
ております。グローバルロジスティクスと、そ
れから、貿易関連の講座を 2つほど担当してお
ります。よろしくお願いいたします。
　今日は「『脱中国』の受け皿として注目され
るベトナムの成長性を探る」というテーマでお
話をさせていただきます。米中デカップリングの影響で、脱中国の動き、中国企業もそうですし、中国
に拠点を持っていた企業もそうですし、中国から生産拠点を移そうという動きが起きております。一つ
の受け皿がメキシコです。もう一つの受け皿がベトナムです。アメリカへの輸出拠点をこのような形で
動かそうとしております。私は専門が ASEANの経済とロジスティクスですので、ベトナムに注目をし
て、お話をさせていただきます。
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　この写真ですね。ちょっと分かりにくいかもしれませんけれども、まさに今、アジアの日常となって
おります配車アプリ、Grabの写真でございます。真ん中のラックフェン港というのが、皆さんあまり
ご存じないかもしれません。これは、北部ベトナムに 2018年にできました、いわゆる深海港、岸壁水
深が 16メートルと、深い大型コンテナ船が受け入れ可能な新港でございます。私は、これがベトナム
の成長をこれから占うというふうに考えておりますので、ここで少し時間を取らせていただきます。
　まず、ベトナムの関連のデータ、これ ASEANの他の国と比べて見ていきたいと思います。まず、実
質 GDP成長率、これは前年比を並べているのですけれども、2011年からのトレンドで、これがベトナ
ムです。大体、年率 8%ぐらいの高い伸び率を示しているというのがお分かりいただけると思います。
コロナ禍にありました 2020年も、唯一、プラス成長ですね。下に実数がありますけれども、2.87%と
いう成長率を示しております。
　次に、ASEAN主要国の購買力平価 GDPの 2000年からの推移ですけれども、皆さん、名目 GDPの
数字は非常によくご覧になったことがあると思います。ただ、皆さん、名目 GDPは、為替の影響を色
濃く受けます。なぜならば、GDPは自国通貨でまず計算されますけれども、それを USドルに換える
時に、名目 GDPは為替レートを使います。ですので、私は、購買力平価 GDP、これも各国際機関から
発表されているものなんですけれども、こちらの方もフォローしています。皆さん驚かれると思いま
す。これ、ASEANの場合、大体 3倍ぐらいになるんですね。見ていただきたいんですけれども、これ
インドネシアです。約 4兆ドルという規模になります。ベトナムは 1.32兆ドルという規模でございま
して、これは名目 GDPですと、ベトナムは約 4,000億ドルという数字です。
　1人当たりにすると、皆さん、よりぴんとくるのではないかと思うのですけれども、これが 1人当た
り購買力平価 GDPの推移です。シンガポールとブルネイはかなり突出していますので、シンガポール
とブルネイはこの棒グラフで表しておりまして、スケールは右の軸です。それ以外の国は、この折れ線
グラフでスケールは左ということなのですけれども、シンガポールの 1人当たり購買力平価 GDPは 12
万 7,564ドル、びっくりしませんか？　日本は約 6万ドルです。ベトナムですけれども、2022年、1万
3,284ドルということです。これも、1人当たり名目 GDPで言いますと、4,000ドルなんですね。4,000
ドルというと、まだまだ後進国、あるいは新興国というイメージかと思いますけれども、1万ドルを大
きく超えてくると、これはもう中所得国です。ちなみに、ASEAN主要 7カ国は全て 1万ドル超えです。
　次に貿易総額、やはりベトナムは、私の目から見ると貿易国ですね。このグラフは、貿易総額がどの
ような動きをしているのかということを、2000年からのトレンドで示しております。2000年当時は、
ご覧のようにボトムです。ですけれども、右肩上がりで成長を続けておりまして、今は 7,306億ドルと
いうことで、シンガポールに次いで、ASEANで第 2番目につけております。2000年と比べると、何と
24倍に成長していると。
　次は、対内直接投資残高の推移です。これも 2000年からの推移を追っております。ASEANの中で
はシンガポールが抜群に多くて、ちょっとグラフがいびつになりますのでシンガポールは除いておりま
す。インドネシア、タイには後塵を拝しておりますけれども、ベトナムは 2022年には 2,105億ドルと
いう数字になっております。着実に増加を続けている。
　私はロジスティクス屋ですので、コンテナ取扱数というのを追い掛けております。国別、あるいは港
湾別です。これは国別の数字です。2000年から 2021年のトレンドですけれども、ベトナムは 2021年
で 1,836万 TEU、この TEUっていうのは、Twenty-foot Equivalent Unitsの省略でして、20フィートコン
テナ換算のコンテナ数と、コンテナを数える際の単位です。1,836万 TEUということで、シンガポー
ル、マレーシアに次いで、ASEANの中で 3番目ということです。ただ、皆さんに注目していただきた
いのは、やはりこのトレンドですよね。かなりシャープな右肩上がりになっていると思います。
　これが輸出入のデータでして、冒頭で、米中デカップリングの影響で、脱中国が、一つの向け先とし
てベトナムというふうに申し上げました。これ、輸出入のデータでございまして、まず、左側の輸出を
見ていただきたいのですけれども、ベトナムの最大の輸出相手国はアメリカです。ご覧のように、982
億ドルで、構成比 29%ですから、ベトナムの輸出の約 3分の 1はアメリカ向けであるということで
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す。あと、もう一つ注目していただきたいのは、この伸び率です。前年比 24.9%です。このジェトロ
さんのデータは 2021年までしかまだ公開されてないのですけれども、ベトナムの輸出データを拝見し
ますと、2022年も、約 10%以上の伸びを示しております。
　この中身は、アメリカ向けは、かつては縫製品がナンバーワンだったのですけれども、今では機械設
備、部品が最も多いということです。スマホかなとかと思っていたのですけれども、機械設備、部品が
ナンバーワンとなっておりまして、1年で 40.9%増ですね。
　輸入を見ていただきますと、輸入相手国の一番は中国です。輸出のアメリカと同じように、約 3分の
1を占めているということです。伸び率、31.3%。これもベトナムの輸入統計を見てみますと、2022年
も約 40%ぐらいの伸びを示しています。
　皆さんこれを見てどう読み取りますか。ベトナムは、中国から部品、部材を調達し、そこで完成品に
して、アメリカに輸出をするというサプライチェーンが、この 1～2年でかなり進んでいるのがお分か
りいただけると思います。まさに、ベトナムが脱中国の受け皿になっているというデータです。中国か
らの輸入の主要な品目は、機械設備、部品、それから、コンピューター、電子製品、部品ということで
す。
　次、ラックフェン新港のお話をいたします。なぜラックフェン新港なのかということ、このスライド
を先に皆さん方にご説明をいたします。ラックフェン新港、先ほど申し上げましたように、いわゆる深
海港です。深い港です。この深海港は、ベトナムでは南部にカイメップ・チーバイ港というのがあるの
ですが、北にはなかったのです。2016年から本格的な工事が始まって、2018年から開業したのですけ
れども、この深海港ができることによって、大型コンテナ船が入れる。この意味は、日本とか欧米に向
けて、直接ラックフェン新港から出せるということです。
　それまでは、北はハイフォン港という港があるのですけれども、これはいわゆる河川港でして、深さ
が 7メートル程度しかないのですね。そうしますと、船のサイズでいうと、1,000TEUとか、1,400TEU
クラスの船しか入れません。ですから、必ず、香港、シンガポールなどで積み替える、これ Transship-
mentと言いますけれども、積み替えて、欧米、日本に行くということで、リードタイムが長くなって
しまうんですね。これはあんまり荷主にとってはありがたいことではありません。ですから、ラックフ
ェン新港に対する期待は、ベトナム政府はもとより、在ベトナム企業にとっても非常にこれはありがた
い存在であるということが言えます。
　場所はどんなところにあるのかといいますと、ハイフォン港のすぐ隣です。ハイフォン港の東、約
15キロのところに位置しております。ではこのハイフォンとハノイの位置関係はどうなのかと言いま
すと、高速道路で約 120キロ、これ 1.5時間と書いていますけれども、私が 7月に視察に行った時は 1
時間 20分ぐらいで行きました。
　バクニン省という地域に工業地帯があります。ここに、サムスン電子、キヤノン、あるいはフォック
スコンなどの大きな工場があるんですね。ここから海上輸送で輸出する際には、今まではハイフォン港
をメインに使っていたと。ハイフォン港まではトラック、あるいは河川を使って、バージ輸送していた
のが、これからはラックフェン新港が主力になるであろうというふうに思われます。
　港湾の場合、必ず運営会社というのがあるのですけれども、ラックフェン新港のは Haiphong Interna-
tional Container Terminal Company、HICTという会社が運営会社になっておりまして、この資本構成が非
常に興味深いというか、われわれロジ屋にとっては興味深いのですけれども、Saigon Newportというベ
トナムの国営の港湾運営会社が 51%、それ以外は、商船三井、伊藤忠商事といった日系企業、それか
ら、台湾のWan Hai Linesというところが出資をしております。現在、バースが 2つ、ガントリークレ
ーンが 6基で運営をしておりますが、計画上は、これから 8バースに拡張するというふうに聞いており
ます。最大岸壁水深は 16メートル。16メートルですと、大体 1万 TEUから 1万 4,000TEUぐらいの大
型コンテナ船が着けられます。
　このグラフはベトナムの地域別のコンテナ取扱量ですけれども、ホーチミン港、それから、カイメッ
プ・チーバイ港、この南部の 2港で、約 1,200万 TEUですね。この 6割、65%が、南部の 2港という
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ことです。ベトナムは北部に重工業が集積していて、南部に、こういう縫製業ですとか、食品工業です
とか、軽工業が中心なのですけれども、南部の方がかなりコンテナ取扱量が多いというのは、ちょっと
興味深いところであります。
　中身を見ますと、カイメップ・チーバイ港が、これです。非常に伸びが大きい。ハイフォン港の 621
万 TEUの中に、ラックフェン新港の約 100万 TEUというのが、これ含まれております。
　ラックフェン新港、2018年に開業して、私は開業当時も視察したのですけれども、ここから約 6年
たって、四半期ごとにこういったトレンドを示しております。ご覧のように、2021年にボンと上がっ
ているのがご覧いただけると思います。ここで、この水深 16メートルまでの浚渫（しゅんせつ）工
事、この港を掘る工事ですね、が完了して急増したと。そして 2022年に 100万 TEUを超えたというこ
とですね。
　この中身を見ますと、アメリカ向けの輸出、これ実入りというのは業界用語ですけど、貨物が入って
いるコンテナ、空っていうのは空コンテナです。このアメリカ向けの実入りのコンテナが約 3割という
ことですね。やはりアメリカ向けがナンバーワンということです。
　ラックフェン新港の拡張計画は、先ほど申し上げましたように 8バースまで拡張計画があり、もう既
に港湾運営会社も決まっております。この写真に、ビンファストというのが見えると思うのですけど、
これはベトナム資本の自動車メーカーです。巨大な工場がここに建設されております。今、このラック
フェン港とハイフォン港のエリアに工業団地がどんどん造成されていて、企業の工場ですとか、あるい
は倉庫がどんどん建てられております。これから、このラックフェン、それからハイフォンエリアに、
産業が集積してくるものと思われます。これが写真ですね。ビンファスト、まだ自動車はそんなに作れ
てはいないようです。電動スクーターとかの生産も行って、日銭を稼いでいるようです。
　まとめますと、ラックフェン港、晴れて 16メートルの浚渫工事が終わって、ほぼ全てのメジャー船
社のサービスを誘致しております。ですので、ほぼほぼ順調ということが言えると思います。先ほど地
図で見ていただいたとおり、工業地帯のバクニン省からのアクセスが非常に良い、それから、ハイフォ
ン港あたりでも工業団地はこれからどんどんできますので、産業が集積してくるというと、これはやは
り、ラックフェン港の役割は非常に大きいものと思われます。
　ただちょっと気になりますのが、先ほど Lam先生も言及しておりましたけれども、米中のデカップ
リング、これがどういうふうに動いていくのか。今、フレンド・ショアリングとか、ニアショアリン
グ、いって、友好国同士でサプライチェーンを組む、あるいは、近隣国同士でサプライチェーンを組む
という動きがかなり進行しております。半導体とか電気自動車などの産業では、地産地消型のサプライ
チェーンに動いておりますので、ベトナムからの遠距離航路の需要が順調に伸びていくのか、また、ベ
トナムからアメリカ向けの輸出というのが今後も伸びていくのか。私はベトナムから出て行っているの
は、自動車関係は非常に少ない、やっぱりスマートフォンですとか電子機器が多いので、ここの部分は
伸びていくんではないかというふうに思っております。
　次にベトナム小売市場のトピックスということで、これも日常をちょっと測るデータとして見ていた
だきたいのですけれども、このグラフは小売り全体のマーケットです。2019年から 2022年までの実
績、それから、2027年の予想ですね。これはイギリスの調査会社のユーロモニターのデータです。ご
覧のように、ベトナムは、GDPの数字と同じように、2020年も、他はへこんでいるのですけれども、
伸びていて、でも、2021年には若干ちょっと反動があります。注目していただきたいのは、この 2022
年から 27年までの伸びの予想が 66%ということで、ASEANの国々の中での最大の伸びをユーロモニ
ターは期待して予想しております。
　あともう一つ、これも日常という観点で見ますと、パンデミックを通じて、ASEANの中でも eコマ
ースが非常に伸びております。一番極端なのがインドネシアで、2019年、コロナ前は eコマース比率
はわずか 10%程度だったものが、2022年には 30%に達しております。ベトナムは、2022年は 12%で
すけれども、2027年には 19%、今の日本よりも若干高い。先ほどのインドネシアの 30%っていうの
は、中国、アメリカ並みです。
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　この写真のウィンマート・プラス、私は非常に注目して見ております。2014年に、先ほどの自動車
の会社のビングループですね。本業は不動産なのですけれども、そこが 2015年に進出したセブン－を
迎撃するように、急速に店舗を展開しました。ピーク時には 3,000店舗まで膨らんでいる。しかしなが
ら、業績が傾いて、食品メーカーのマサンに売却をしております。これがどういうふうになっているの
かなというふうに見に行ったのですけれども、全然変わっていませんでした。ご覧のように、生鮮品で
すとか要冷蔵品を多数扱っているというのがウィンマート・プラスの特徴です。
　現地の人にインタビューさせてもらったのですけど、値段はやっぱりちょっと高めなんですが、店舗
数がやはり多いので、非常に便利であるということですね。都市部では勤め人がかなり増えていますの
で、今後、こういったお店はまだまだ増えていくのだろうなと思います。
　一方で、迎撃されたセブン－イレブンですけれども、全く駄目です。2027年までに 1,000店を目指す
というふうに公表していたのですけれども、わずか 30店舗ぐらいで足踏みということで、昨年撤退を
表明しております。今はフランチャイズ方式で、地元の資本の会社に売却しております。これ、私が撮
ったお店の写真なのですが、だだっ広いイートインスペースとか、だだっ広いレジ前のスペースとか、
非常にスペースに無駄がある。品揃えも、どう見てもベトナムの地元の人には受けないだろうという品
揃えをしております。
　ベトナムが小売市場で非常に特徴的なのが、このグラフで、トラディショナルトレードとモダントレ
ードという数字を並べております。モダントレードというのは、コンビニエンスストアですとかスーパ
ーマーケットです。モダントレードの比率がわずか 13%、トラディショナルトレードがまだ残り 80数
%ということで、他のタイですとか、シンガポールはもちろんですけれど、フィリピンとかと比べま
すと、極端に低いんですね。
　これはまだまだ伸びる余地がある。ですから、小売業も、スーパー、コンビニも有望な産業ではある
のですが、やっぱり非常に競争が激しいということが言えるかと思います。セブン－イレブンのよう
な、いわば日本流を持ち込むとまず失敗するというふうに思います。ということで、私の説明は以上で
ございます。ご清聴ありがとうございました。

西井　凉子 
東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所教授〈社会分野〉

　西井と申します。私の話は人類学ということ
で、今までのご発表の先生方とは違うデータに
なるかと思います。まず、人類学というのがど
ういう学問かということを簡単に説明させてい
ただきます。人類学とは、フィールドワークと
いう、自らが育った環境とは異なる場所に行っ
て、そこで生活して感じることから出発しま
す。いわゆる、よく異文化理解といいますけれ
ども、やはり肝心なのは、人々が暮らしている
日常生活を共にして、人間ということを考える
ことです。フィールドワークというのは、必ず、非常にローカルな人々の生活の中に入るということが
ありますので、そういうローカルな固有性と、そこからある意味、「人間とは何か」といった非常に大
きな問いを立てるのが特徴です。そういう意味では、普遍性と固有性というのを明らかにしようとする
という学問になります。人々がどんな世界に生きているのか、何を重要なものとして行為しているのか
ということについての理解を目指すということです。
　私の調査地はタイの東南アジアなのですけども、まず今日のタイトルを「ムスリムと仏教徒の共生地
域における日常」としたように、私の調査地では、イスラム教徒と仏教徒が共に住んでいる、同じ村の
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中にイスラム教徒と仏教徒がほぼ半々で住んでいて、そこで日常生活を送っています。30年ぐらい前
に初めて調査に行って、その後行ったり来たりしているのですけども、宗教が異なる人々がどのような
関係を持っているのか、日常生活の中で、一体イスラム教徒と仏教徒というのはどういうふうに生活し
いるのだろうかというのが、初めの興味でした。
　まず簡単に調査地の概況と書いたのですが、東南アジアの場合によく言われるのが、大陸部のタイと
かミャンマー、ラオスといった仏教圏、上座仏教というのが多い地域と、イスラム圏といわれるインド
ネシアとかマレーシア、ブルネイなどのイスラム教徒が多い地域のちょうど中間地域になるということ
が言えるかなというふうに思われます。この赤い丸のところが私が調査しているところなのですけど、
マレーシアとの国境の南タイですね。タイの場合には約 95%ぐらいが仏教徒というふうに言われてい
ますが、ムスリムが 5%ぐらいで、ムスリムは主にこの南タイに多く住んでいるということが言われて
います。
　その中でも、東海岸の 4つの県がタイ南部国境県と言われていて、東海岸の 3つの県は、マレー語を
母語としているムスリムが多いんですね。私が調査している、サトゥーン県という西海岸、この県は、
タイ語、イスラム教徒と仏教徒も同じタイ語を話しているというところになります。
　そこでのイスラム教徒と仏教徒というのがどういうことであるかというのを簡単に言うと、実はこ
れ、30年前と現在ではかなり状況が変わってきている感じもある一方で、同じようなところもあるの
ですけども、30年前に私が初めて村に入った時は、ムスリムも酒飲みが多くて、よく宴会を一緒に、
仏教徒ともやっているというようなことで、そういう意味では、必ずしも宗教的ではない状況でした。
そういう中で、ムスリムの場合には、一日 5回の礼拝とか、それから、金曜日の集団礼拝といって、モ
スクに行って、みんなで礼拝する日があるのですけども、漁業を生業とする人が多く、大潮の時にはみ
んな漁に出てしまって、本当にモスクが閑散としているというような状況でした。
　この状況がちょっと変わってきたのが、2000年代ぐらいに、マレー語ではダクワ、タイ語でダッワ
と言いますけども、イスラム復興運動というのが入ってきて、やっぱりお酒を飲むのは駄目だとか、原
点回帰ですね。よりちゃんとイスラムの実践をやりましょうというようなことで、それまでいっぱいお
酒を飲んでいたような人というのは、ちょっと表では飲みにくくなってしまって、裏で飲んでいる人は
相変わらずいるのですけども。あとは、村のムスリムの女性がベールを誰も着けていなかったのですけ
ども、今では、ムスリム女性、村の中では着けてないことも多いのですが、村から外に出る時にはベー
ルをするというようなふうにちょっと変わってきているという状況があります。
　上座仏教の特徴といいますのは、タイの場合は、男性は一生に一度は出家すべきと言われていて、お
坊さんは女性と触れ合ってはいけない、つまり女性と接触してしまうと戒律に背くことになるわけで
す。日本では、お坊さんも結婚して、子どもがいてということもよくあるというお話をすると、それ本
当にお坊さんか？というふうにタイ人は言ったりするのですけども、それは上座仏教と大乗仏教の違い
ということになります。
　ここに書いてあるようなことというのを、この次のスライドで写真をお見せしながら説明していきた
いと思います。
　まず村の状況なのですけども、こういうマングローブ林のところに村がありまして、そして、これは
竹で、簡素な竹で壁を造って、屋根はサゴヤシでふいてあるというようなことが昔は多かったです。そ
ういう家ですと、こういうふうに引っ越しをする時にも、担いで引っ越しをすることができるというの
がありました。私、実は、これ一回しか見たことがなくて、文献では読んだことがあって、どんなふう
にするのだろうと思ったら、たまたま引っ越し中に見かけたので慌てて写真を撮ったのですけど、でも
これ以降見ることはなかったです。今ではコンクリートを床に引いたり、木造もがっしりしたりして、
こういう引っ越しは無理になっています。
　この村の生業というのが、当時は大きく 2つありました。一つは炭焼きです。マングローブというの
が、重くてとても良い墨になります。なので、南タイからペナンのほうに輸出をしているということが
あったのですが森の木の伐採禁止令をタイ政府が出したので―ただ禁止令を出したから即座に止まった
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かといったらそうではなく、10年ぐらいはやったりしていたのですけども―到頭もう無理になって、
今では炭焼きは行われていません。
　主な生業というのは、こういうマングローブのところでの漁業、小規模なエビ漁なんかが多い。小さ
い船で 1人から 2人でやるのですけど、これもまた漁法に問題があって、今、政府が、例えば、ポンパ
ーンといわれる漁法は小さいエビまで取ってしまうので駄目だと禁止して、それで攻防戦が続いている
ということがあります。でもやっぱり、こういう形でのエビ漁というのは漁法と変えたりして今でもや
っていまして、取ったエビには色んな葉っぱとか他の小魚が混じっているので、仕分けするというよう
なことをして売ります。
　村は、イスラム教徒と仏教徒が半々ぐらいと申し上げたのですけども、村にはお寺が 1つ、それから
モスクが 1つあります。お寺は、村の入り口のところに、私の最初のスライドでお見せしたような岩山
があって、それが村のシンボルにもなっていまして、そこの麓に洞窟があって、その洞窟の中にお寺が
あります。こういうふうに、月に 2回、仏教徒は行きます。お坊さんは午前中しか食事ができないの
で、そこで朝、午前中にお坊さんが食べた後に、みんな持ち寄ったものを一緒に食べるというようなこ
とをやる。
　もう一つは、洞窟の中に、これはトナンというふうに村人は呼んでいたのですけども、村の神と呼ば
れる、みんなが願掛けをします。これはムスリムだというふうに村の人は言って、お願いがかなったお
礼参りはムスリムの集団礼拝日の金曜日にするということになってます。お願いの大きさによっては、
水牛だったり、鶏だったり、色々なお礼の品を持ってお供えをするのですけども、その時にもムスリム
だから豚は駄目とか、お酒は駄目とかいうことはあります。その時に同時に必ず爆竹を鳴らすので、金
曜日になると今でもよく爆竹の音がパンパンパンとするというような存在です。ムスリムは偶像崇拝禁
止ですので、タイのイスラム委員会から問題視されて、ちょっと騒動が起こったということもありまし
た。
　これは、私が最初に居候させてもらっていた家のお母さんで、元ムスリムで仏教徒になっている人で
す。こうやって、仏教徒は、朝のお坊さんが托鉢して回るとこに布施をするということで、後でこの人
の話はちょっと出てきます。
　これは、ムスリムの男の子は一人前になる儀礼だということで割礼をしますけども、この時は、数人
の男の子、7～8人かな、お祭りのような感じで村を練り歩いた後に、こうやって割礼をしています。
割礼を行う人は元仏教徒でムスリムになっている保健所のお医者さんでした。こんなふうにして切るん
ですけども、昔は切った後に縫わなかったので治りが悪くて、おしっこする時に痛い時期が長く続いた
というのですけども、今はちゃんと皮を縫うので割と早く治るそうです。
　一方、仏教徒は一人前になることをどういうふうに考えるかと言ったら、まず、タイの場合では、男
性ならば一生に一度は出家すべきというふうに言うのですけども、出家することによって―出家という
のは 20歳以上でないとできないのですが―それによって一人前になり功徳を積むことができるという
ことです。黄衣（おうい）をまとい、こういう形で出家儀礼を行う。これが先ほど持っていた、布施を
してもらうための器になります。
　これは、結婚式はニッカといって、タイの場合は一夫一婦制で、公式に登録できるのは 1人ですけど
も、イスラム法では 4人まで正式な妻として認めるということで、タイの場合もイスラム法にのっとっ
て、4人まで、ただ、役所に登録できるのは 1人だけとなります。
　今日のお話で重要なのは、実はお葬式の話です。お葬式というのは、イスラム教徒と仏教徒が大きく
違うところになります。ムスリムは火葬をしてはいけないので必ず土葬しなければいけない。こうやっ
て体を洗浄した後で、白い衣に包んで土葬します。一方、仏教徒は火葬をするわけです。
　これは私がはじめて村に入って 3カ月ぐらいの時に村の助役さんが甥に殺されてしまって、遺体が田
んぼで発見されました。その時の様子です。こうやって体を洗って、それで、仏教徒の場合は一番良い
服を着せるというんですね。例えば公務員だったらカーキ色の公務員の服というのが一番良いというふ
う。この人は助役さんだったので、こういうカーキ色の服を着て、それで大体、村でも偉いお坊さんと
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か、国王も 1年とか長く安置します。普通は 5日から 1週間ぐらい。当時はまだ電気がなかったので、
こうやって遺体を安置していると当然肉体が腐ってにおいがしてくるのですけども、その横で、1週間
なり 5日なり、お葬式をやっている間にみんな毎晩来て、お坊さんが読経に来て、そこで飲み食いした
りするということがあります。
　これは火葬の様子です。この人は中国系だったので豚の丸焼きがありますけども、火葬をします。土
地の神様にそこを使うことを乞うて、それで、こんな形に薪を積んで火葬。今はもう火葬炉が隣村のお
寺にできているのでオープンではやらなくて、火葬炉の中に入れますけれども、こういうふうに火葬す
る場合には一晩かけて火葬して、翌朝、骨を拾うということになります。
　村のムスリムと仏教徒の関係なのですけども、実際に、今でもこの割合はあまり変わってないのです
けども、イスラム教徒と仏教徒が約半々に住んでいる村で、全婚姻数の中で約 20%ぐらいは、ムスリ
ムと仏教徒の結婚というのがあります。だから、改宗というのは、結婚をすることによって改宗する。
その場合には、どちらに改宗するかというのはケース・バイ・ケースになります。
　この地域の特徴というのは、例えば先ほど地図で見せた東海岸の方だと、ムスリムが仏教徒になると
いうのは非常に大きな罪になるということで、コミュニティーから追い出されるとか、家族から縁を切
られることもあるのですけども、この地域、トランとか、私の調査しているサトゥーンの地域では、ム
スリムから仏教徒になることもたくさんある。それよりは、夫婦が同じ宗教でなければならないという
ことを結構気にします。
　その時に、宗教というのは一体何かというと、イスラム教徒も仏教徒も、良い行いをすれば良い報い
があり、悪い行いをすれば悪い報いがあるということを言います。宗教というのは、タイ語ではブン―
功徳とバープ―罪の観念を知ることであって、それは心の拠り所であるといいます。そういう意味では
イスラム教徒も仏教徒も同じなんだという説明を、両方からされます。
　ただ、何が違うかというと、イスラム教徒と仏教徒は方法が違うのだと。その方法というのは、パー
サー・ケイ（ムスリムのやり方）、パーサー・タイ（仏教徒のやり方）と現地の言葉で言いますけれ
ど、パーサーは、標準のタイ語で「言葉」という意味で、古い言い方では「慣習」という意味も出てき
ます。具体的に何が問題になるかというと、これは、先ほど申し上げた、葬式で人が死んだ時に土葬す
るか火葬するかというが、改宗者の場合に大きな問題になります。
　だから、改宗者が一番気にすることというのは、死んだ時に遺体をどうするのかということになりま
す。それで、例えば、イスラム教徒から仏教徒になっていたある男性、この人はもう亡くなりましたけ
ど、当時、飲んだくれで有名だった人で。奥さんが、旦那さんと話をしている時に、「誰が先に死ぬの
か分からないから、酔っぱらっていない時にどうするかはっきりさせておくと安心だ」というふうに言
ったら、夫の方は、「死んだらイスラム式だ」というふうに言うわけです。
　しかし、妻は戻って、ムスリムとして死んだとしても罪は重い。つまり、一回改宗しているからとい
います。やはり罪であるという意識はあるわけですね。棄教した、イスラムを捨てたということで。け
れど、そこで戻って死ぬとそれが相殺できるという考え方をしていまして、きちんとムスリムとして埋
葬してもらうこともできるのということを言います。ただそれができる条件としては、子どものうちの
誰かがいること、つまり、子どもがみんな仏教徒になっていたら駄目だけども、そのうちの 1人でも、
またムスリムと結婚してムスリムになっている場合はできるといいます。そういう場合は―彼の場合は
そういう人がいたので―それができるのだっていうことを主張していた。これは、カム・ピー（霊の言
葉）という死者の遺言として、やっぱり守るべきだというふうには一応考えているということがありま
す。
　それで、実はこの死ぬという時には、遺体のそういう処理、火葬か土葬かというのも大事なんですけ
ど、もう一つ、実は私が調査していて、すごく重要だというのが分かってきたことがあります。それ
は、遺体に触ることができるかどうかということです。それをすごく気にするんですね。人が死ぬ時に
は、つまり、遺体をどういうふうに扱うかといった時に、例えば先ほどの私が一緒に住んでいたという
お母さんですけども、元ムスリムで仏教徒になっていたんですが、20年近くにわたって迷っていたわ
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けです。つまり、自分の実家―隣の県だったのですけど―ではムスリムだというふりをしていて、でも
村に帰ってきて、そこで住んでいる時には仏教徒ということになっていました。彼女は、もし私が仏教
徒になったら、お母さんが死んだ時に自分のお母さんの遺体に触れない、だから完全には仏教徒になれ
なかったのだといいます。最終的には遺体に触るということに言及して、次のような話を息子としまし
た。
　息子が、いずれにしても母は仏教徒となる、なぜなら子どもが決心したからだ。つまり、子どもが全
員仏教徒になってしまった。仏教徒と結婚もしたと。そうすると、もうこれはお母さんは仏教徒になる
しかないと。息子は、死んだらどこに埋めるのかというふうに考えた。息子を困らせたくなかったとい
うことで、だから 1つを選ばなければいけない。お母さんは、もしムスリムだと、私が死んでも子ども
が触れないのでやっぱり仏教徒になると、そうすると、全てのことをできるからだというふうな会話を
しました。
　実は、身体に触ることの重要性というのは、宗教が異なるイスラム教徒と仏教徒の話だけではないと
いうのが次の事例で分かります。というのは、あるムスリム男性で、姦通をしていて村ではそのことが
すごく有名だった。その姦通相手と同じ村で一緒に住んでいたわけです。ところが、その人の高齢の母
親が、いよいよ死んでしまうかもしれないと思った時に、慌ててニッカをしました。実は、タイでもイ
スラム法で 4人まで、ニッカ、イスラムの婚姻儀礼をすることができるのですけども、それを慌ててや
りました。その理由は、母親が死んだ時に母親の体に触ることができないからだといいます。この人
は、自分が姦通したままであって正規に結婚していないと、お母さんが亡くなった時に、自分の罪が、
お母さんの遺体に触ることによって、母親に移ってしまうというのを心配したのです。それで慌ててニ
ッカをしたというような事例がありました。
　つまり、ここで何が分かるかといったら、死にゆく人という非常にクリティカルな瞬間においては、
遺体に触るということによって、功徳か罪というようなものが生者と死者の間で転送されるような、そ
ういうイメージを持っているということなのですね。だから、まさにそういう時に、この功徳の転送回
路が開かれるとも言えるかと思います。タイのここの村の場合は、イスラム教徒も仏教徒も死後にもし
ばしば死者に功徳を送る儀礼をやったりするのですね、そういう、生と死の間において、送る人、送ら
れる人の関係性というのが、そこではっきり見える、そういう最期の瞬間になるのではないかというこ
とが分かるというふうに思われます。
　ここから何が明らかになるかというと、実は、私たちが生きている生者の世界というのも、死者が共
在している世界ではないか、そういうふうにも言えるのではないかと。私たちは、生きている人間のみ
ではなくて、私たちがどういうふうに考え、どういうふうに行為するか、そういう時においても、死者
がその行為に影響を与えている、そういうことが言えると。だから、タイのここの事例では、割と明確
な死者と生者をつなぐ回路というのがあるわけですけども、でも実は、日本でも同じようなことが言え
るのではないかと。日本の場合に、例えば、夜、爪を切ると親の死に目に会えないというような言い方
をすることがありますけれども、それも、生きているうちに親の因縁を逆照射しているのではないか
と。ある意味、死ぬ時というのは非常にクリティカルな瞬間であるということは、日本でも私たちはそ
ういうふうに考えているのではないかなということを感じます。
　その意味で、今日のお話というのは、タイの本当に遠い村のお話でしたけれども、タイのこうした日
常から、私たちの普段の日常においても、死者のことを思い出したりとか、供養したりするというこ
と、それは、日本ではそれほど明確な宗教観というのを表面化してない人も多いですけれども、でもや
はり、自分の死であれ、他者の死であれ、必ず大切な誰かの死というものを私たちの内に抱え込んで生
きている、そのことに気付かせてくれるというのが、そういう死者への弔いということになるのではな
いかなというふうに思いました。
　最後に、イタコさんの話を引用したのですけれど、これは、実は最近、ここの神奈川大学の高城さん
と恐山に行ってきまして、そこでイタコさんにちょっと会ってきたのですけども。実はこの『八戸イタ
コ紀行』っていう漫画を紹介してくれたのは、私たちの先生、田辺先生なのですけれども、イタコさん
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って今もうほとんどいらっしゃらないんですね。80代、90代で、あと、実際に活動している人は 50代
ぐらいの人が 2～3人しかいなくて、後継者がいないというような状況ですけれども、でもその若手の
イタコさんにインタビューして描いた漫画がこの『八戸イタコ紀行』なんです。その中で、漫画家の山
本まゆりさんが、亡くなったらその人とのつながりが切れるわけでもない、ずっとずっとつながってい
るのです、これからもずっと、私たちはなかなかそれに気付けないけれども、松田さん（これがイタコ
さんなのですけれど）のような方によってそれに気付かせてもらえるんだなと思いました、と書かれて
いました。私も最近恐山に行ってきて、自分の中にある死者の存在というのをちょっと感じたというこ
とがありました。
　ご清聴ありがとうございました。

中林　広一 
神奈川大学アジア研究センター所員・国際日本学部准教授〈文化分野〉

　私は国際日本学部の教員を務めておりまし
て、専門は歴史学、中国の歴史学研究をしてお
ります。最近は食文化を中心とした文化研究と
いうこともやっておりまして、今回、文化のパ
ートではこの食文化に関連した形でお話をさせ
ていただきたいと思います。
　タイトルが、「文化の中の日常」ということ
で話をしてまいりますが、文化という言葉は、
皆さんにとってかなりなじみのある言葉だと思
います。なじみのある言葉なのですけれども、
どのようなものが文化なのか、あるいは、文化ってどのような特徴を持っているのかという点について
は、そこまで深く考えた経験がある人もそう多くはないと思うのですね。ただ、いろいろ考えてみる
と、文化というのは結構面白いところがあって、例えば、流動性、可変性、どんどん変わっていく、そ
ういう性格の強い存在であると。
　日本の文化というと、皆さん何を思い付くでしょうか。例えば、歌舞伎とか、書道とか、和服とか、
こういったものが基本的なところだと思いますが、これが、昔からずっと日本に伝わってきたのか、同
じ形で伝わってきたのかというと、必ずしもそうではない。むしろ、100年、200年って、ずっと同じ
形で続いてくる文化、それを探す方が難しいという話でして、今ここに挙げている、歌舞伎や和服など
も遡れば遡るほど、全然違うスタイルになってくるわけです。歌舞伎は、女性が始めたものに起源が求
められますし、和服も、今の和服とは違う形になっています。
　そして、こういうさまざまな変遷を経て、今、私たちが知っている文化の形になっているわけですけ
れども、当然、日常をつくり上げるさまざまな文化も例外ではないわけです。そしてここを探っていく
と、色々面白いところがあるというお話になってくるわけですが、食文化を私が研究しているので、食
べ物でそうした事例をいくつか見ていきたいと思います。
　今見てもらっているのは、吉野家のホームページから持ってきた朝定食の写真です。皆さん、日本の
平均的な朝食として思い付くものって大体このような感じだと思うんですね。ご飯があって、みそ汁が
あって、魚、卵、納豆、ノリ、これに白菜の漬物でも付けばもう完璧な日本の朝食であると、私たちの
日常の一部であるというふうに思うかもしれません。
　ところが、これが日常だというのは今だから、そして日本だからというふうに言うことができる。特
に、かつてどうだったかというところを見ていきたいわけですけれども、例えば、左下にご飯がありま
す。白米、これ、私たちにとって何のこともない、ありふれたものですけれども、50年前、60年前、
遡っていくと、白米を毎日食べられるという生活が日常ではないわけです。白米というのはかなりのぜ
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いたく品でして、かつての日本社会では、ご飯に、例えば大麦を混ぜるとか、あるいは、芋とか大根を
混ぜるという形で、白いご飯だけをそのまま食べるというのは、非常に非日常的なことである。
　同じようなことが、例えば、卵とかサケにも言えます。これも私たちにとって何のことはない、安く
買える食材ですけれども、高度経済成長期以前、1950年代、60年代以前は、非常にぜいたく品です。
病気になった時でないと卵を食べさせてもらえないとか、何かいいことがあったとか、お祭りの時と
か、そういうシチュエーションじゃないと、サケとか肉といったものは食べられない。そういう意味で
は、これも非常にぜいたくな品ということになります。
　それから、納豆とサケのところには、地域性という言葉が書いてあります。地域性とはどういうこと
か。ここで話を聞いている学生の人たちはほとんど東日本出身なのであまり自覚することないと思いま
すけれど、サケというのは、基本的に東日本でよく食べられる魚です。最近だと、西日本に行ってもス
ーパーでたくさんサケは並んでいますけれども、かつてはサケというのは東日本の文化であって、西日
本はブリとかタイとか、他の魚を食べています。そうなると、朝ご飯にサケが出てくるという生活は、
西日本の人たちにとっては日常ではないわけです。同じようなことがこの納豆にも言えて、納豆も、時
代を遡っていくと、一部の都市と、あとは東北地方でよく食べられる食材です。こんな感じで、同じ日
本の中でも地域性というのがあって、日常の中身というのは違うわけですね。
　もうちょっと言っておくと、この納豆というのは、納豆菌を管理しながら作っていかなければならな
いので、素人が作ろうと思ってもなかなか難しい。要は、大量生産が難しいので、今、皆さんがスーパ
ーに行って、納豆を買うなんていうことができるのは、製造管理の技術が確定して、大量生産ができる
ようになったからです。だから、スーパーに納豆が並んでいるという日常も、実は、今だからこそあり
得るものだと言うことができます。
　このような感じで整理していくと、今ご覧いただいているスライドのような形になりますが、自分が
金持ち、あるいは貧しい階層、どちらに属しているかによって日常か非日常かは変わってきますし、そ
れから先ほども申し上げましたが、時代によって、今だからこそ日常であるものも、60年前、70年
前、遡っていくと日常ではない。そして、地域によっても日常ではない。という形で、今この瞬間に私
たちが日常さと思っているものも、地域とか時代とか自分の立場、そういったものをちょっと変えてみ
ると日常ではないという可能性が出てくるわけです。
　今した話をまとめていくとどうなるのかというと、日常というのは、私たちにとってすごくありふれ
ています。ありふれていますけれども、これは実は様々な条件の下でいろいろ変化してきたもの、ある
いはつくり上げられているものであって、いつでもどこでも日常というわけではない。私たちが日常と
思っているものは、結構色々変化した上で、今、自分たちの目の前にあるのだということを理解しても
らうといいと思います。そして、今日のテーマは「アジアの日常」ですが、このアジアという枠組み
も、私たちの日常をつくり上げる条件の一つになっているものだということも覚えといてもらうといい
と思います。
　今見てもらっている写真はトルコ料理です。トルコ料理のマントゥという料理です。ぱっと見だと分
かりにくいのですけれど、小麦粉で作った薄い生地に挽肉とかそういったものをこねて作り上げた具を
包んで、そして茹でる。それをトマトソースとヨーグルトで味付けをしてという、こういう食べ物で
す。これ、日本のトルコ料理店でも出している店がありますので、食べたいと思えば食べられるわけで
すけれども、この小麦粉の生地で具材を包む、似たような食べ物を見たことないか。今見てもらってい
る食品は、まんじゅうって私たちは読ませますが、中国だとマントウと読ませます。今の中国のマント
ウは具材が入ってないのですけれど、古く遡ると、いわゆる私たちの知っている肉まんみたいなもの
が、昔は中国でマントウの名前であったわけです。どうですか？　小麦粉製の生地を餡でくるむという
作り方と、名前がやたら似ています。
　これは、資料がないので確定させることはできませんが、恐らく、遊牧民起源の食文化であろうと考
えています。遊牧民の食文化が、中央アジアあたりから東へ西へって伝わっていく、その結果として、
西のトルコのマントゥ、ウズベキスタンのマントゥイ、トルクメニスタンのマンティみたいな形で、似
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たようなタイプの食べ物が出来上がってきます。東に流れていくと中国のマントウ、それから朝鮮半島
に行くとマンドゥというスープギョーザみたいな形になってきます。日本だけ甘いまんじゅうになって
いくわけですが、こういった形で文化が伝わっていくという現象があります。
　今してるお話はどこら辺がポイントかと言ったら、アジア内での移動、交流ということになります。
例えば、商人であったり、あるいは遊牧民、あるいは海を生活の拠点にする海民、こういった人たちが
キーパーソンになって、色々な地域の文化が伝わっていく、そういう現象が起きていく。文化要素の伝
播、それから、受容、定着、こうした現象が、アジアの中で交流を通じて生じている。そしてその結果
として、私たちは今、まんじゅうを食する機会を得ている。ギョーザなどもそうです。ギョーザも恐ら
く、中央アジア起源で伝わってくると。というところで、われわれが普段日常的に食べているもの、こ
れが実は、アジア内での移動とか交流、その結果として受容しているものなんだというところが、一つ
ポイントになってきます。
　それから、アジアというところでもう一つ注目したいのは、植民地という経験です。日本は植民地に
はなっていません。あとタイもなっていませんね。ただ、ほとんどのアジアの国々は、欧米諸国の植民
地、あるいは日本の植民地になったという経験があります。そして、これが文化にも影響を及ぼしてい
るわけです。植民地も、功と罪、罪の部分のほうが多いとは思いますが、こうした食文化に植民地時代
の名残が見て取れる。
　今見てもらっているものはバインミーという食べ物です。日本でも最近出している店があるので食べ
たことあるという人もいるかと思いますがこれはベトナムの料理です。フランスパンにベトナムの食材
を挟んで食べる、そういう食べ物で、ベトナムの街角でこうした形で売られています。冷蔵ケースがあ
りますけれども、その中はこうやって具材がいっぱい並んでいて、自分でどの具を挟みたいかって選ん
で、パンに挟んで食べさせてもらうわけです。フランスパンとベトナムの具材という組み合わせになっ
ていますが、これも、ベトナムが 19世紀にフランスの植民地に組み込まれたことがきっかけになって
います。仏領インドシナに、ラオスとかカンボジアと共に組み込まれていく、こうした経験を経ていく
中でベトナムに定着していった文化だと言えます。
　それから、今見てもらっているものが台湾での屋台の食です。黒い輪と書いて、これでオーレンとい
うふうに読ませますけれど、これは何かというと、おでんです。左の方の写真を見てもらうと、なんか
私たちの知っているおでんに近い印象を持ちますが、これも日本の植民地時代に台湾に伝わっていっ
て、そして台湾風のアレンジが加わって、今、夜市とか、台湾の色々なところで食べることのできる文
化になっています。
　ということで、アジアというくくりで見ていくと、アジア内での移動、交流というポイント、あるい
は、植民地という経験、こうした要素が一つ、考えるヒントになってくると思います。特に植民地につ
いては、バインミーとかおでんのように、宗主国の影響を受ける文化という意味において、歴史とすご
く深く関わりのあるトピックだということが分かると思います。
　その意味では、「アジアの日常」という今回のテーマでありますけれども、ここを考える時の一つの
ヒントというのは、歴史にあるのではないかなと考えています。歴史というのは、現代に生きている私
たちにとってあまり縁のないものと捉えがちかもしれませんが、歴史に対する理解というものを深めて
いくと、社会が見える、あるいは文化が見える。そうした部分を踏まえますと、アジアとか日常という
トピックを捉える時も、一つの見方の広まりになっていくと思いますので、最後に、ここの部分だけ強
調して、私の報告を終わらせたいと思います。どうもありがとうございました。

荒木田　勝 
アジア防災センターリサーチフェロー〈科学技術分野〉

　皆さん、こんにちは。アジア防災センターの荒木田と申します。こちらのアジア研究センターができ
て 10周年ということで、非常に良いことだと思っております。私どもは 1998年にできて今年で 25年
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経っています。そのうち 23年ほどアジア防災
センターで活動しておりまして、今、メンバー
国 32カ国あるうち 25カ国には実際に行ってま
いりました。
　このタイトルですね。「アジアの日常」とい
う切り口をお話しいただきたいと言われた時
に、最初かなり困りました。というのは、アジ
アって広いですよね。人口も多いし、面積的に
も広がりがあるし、熱帯があるし、砂漠もある
し、寒帯もあるしと、気候も全然違います。主
食も、米を食べる人もいるし、豆を食べる人もいるし、麦を食べる人もいる。豚が駄目な人もいるし、
牛は神聖だから食べてはいけないという人もいるし、何でもウエルカムだという人もいる。宗教も、他
の先生方のお話にあるように様々な宗教があって、対立もあると。お酒が良い国、お酒が駄目な宗教、
駄目な宗教のはずだけれども皆んなが飲んでいる中央アジアとか、本当に様々あって。
　この間数えたら、アジアを含めて全世界で今 70カ国に行っていました。アジア以外は、JICAの専門
家の仕事で行ったのですけれど、色々な地域の、赤道に行ったりとか、モンゴルではマイナス 40度の
世界を体験して、歩いているうちに目がどんどん閉じてくような怖い思いもしたのですけれど、その中
でも中米ですね。ここで 3年間長期専門家として赴任した時に、その国の流儀に従って何をできるのか
ということを学んだような気がいたします。
　繰り返しになるのですけど、アジアは広くて、一口に全然言えない。初めて行った国はインドネシア
だったんです。そうしたら、そこがまず空気がねっとりとしていて、蒸し暑くて、スコールの後すごく
気持ちが良くなって。食事は辛かったり、一緒に出てくるのがビールではなくて、マンゴージュースと
かココナツジュースとか、こういう組み合わせがあるのだなとか、本当に異文化に接した瞬間というの
で、何もかも新鮮で。ブータンに行ったら日本の原風景みたいな感じだったし、インドに行ったら、少
女が一日 3回水汲みするのが自分の仕事だと言っていたり、アルメニアに行ったら、建物が危ないか
ら、地震があったら揺れが収まるのを待たないで一刻でも早く、30秒以内に学校の外に走って逃げる
のだと、これが防災教育と言われてショックを受けたりと。日本の常識と世界の常識、その違いという
のを、何度も何度も見ていて、学ぶことばかりです。今でもそうですね。
　ここ 25年、アジア防災センターのプロモーションみたいになってしまうのですけれど、どれくらい
アジアが変わってきたのかというと、エリア全体で GDP4.7倍、人口は約 1.4倍というくらいの伸びを
していて、色々な違いはあるものの、全体的に伸びているというのはもう明らかだと。GDPの伸びを
見ると、中国、アゼルバイジャンを始めとした（地図で）ちょっと色の濃いあたり、これは 10倍以上
の伸びというようなことで、ものすごい経済の躍進が著しいというのがよく分かります。だから、でき
た時は私たちが全てお金とかを払って、人を集めなくていけなかったような時代が、彼らの国が自分た
ちでお金を出すから日本で研修をさせてくれとか、経済的には本当に追い付かれたなという気がいたし
ます。
　災害ということで見ていくと、アジアって、実際、災害が多いんです。過去 30年を見ると、主要災
害の 8割くらいがアジアです。種類も多いです。地震だけではなくて、台風、サイクロンですね。津波
もあるし、地滑りもあるし、異常気象、高温とか異常低温とか、そういったものもあるし、本当に災害
のデパートのような地域です。実際、被害者数を見ても、約半数がアジアの被災者です。
　ではなんでこんな所に住んでいるのだという話、やっぱり考えてくると思うのですけれど、人がそう
いう危険なところに住んでいるからなのですよね。住んでいるから、そこを、日本だと、災害が起きな
いように一生懸命頑張って、街を強くしようと、どんどん防災の投資をするわけですけれど、できない
国だってあるし、お金がない中でどうやっているのかというのを見てくと、皆んな頑張ってそのリスク
と共存している。
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　例えば、ここに出ている写真だと、全然堤防がない。こういう街いっぱいあるんですね。これは 23
年前に私が初めて行ったインドネシアですけれど、でも、その中で、床をかさ上げしていたり、こうい
う通路をちょっと高くして、水が来ても歩けるようにしたり、それ以上浸水してきたらこの船を使っ
て、出ていったり。なんでこんな所に住むのかといったら、彼らの職業が農家で、周りが水田で、洪水
の水が豊かな栄養ももたらしてくれると。そういった所に住むからこの仕事ができるのだというので、
共存していたりするわけです。だからこれを害として捉えるのではなくて、1年の間の季節的な変動と
して見て、この時期は水が上がるね、だから対応していこうねというような、そういう歴史、文化なの
ですね。
　では地震はというと、これ、今年も起きて、皆さんもニュースとかでいっぱい見ていると思いますけ
れど、トルコとシリアの国境付近で発生した地震の事例です。こちらが被災中心地なのですけれど、こ
の下の平野部のところ、壊滅的な被害を受けて更地になっています。非常に危険な建物がたくさんあっ
たのですけれど、どんどん解体しています。逆に、奥の方に見える山の斜面に建っている地域というの
は、多少の被害は受けたものの、全壊家屋というのはほとんどなくて。何が違うかというと、向こうは
古くからの街で、こちらは新たに開発してきたところだと。結局は、歴史的に地震が繰り返される場所
では、地盤の固いところに集落が形成されて、そこを中心に発展していったと。それが、歴史的な教
訓、共存という手段だったのですね。
　右側（の写真）でも、地盤が軟弱で古い構造の集合住宅というのは、本当に全部壊れていて、奥にあ
る建物も爆破解体する予定というふうに言われていました。一方で、下の写真は地震の前に造っていた
耐震住宅ですけれど、地盤も良かったのでここは被害がなかったということを考えると、地震のリスク
のある地域というのは、やはり、元々良い地盤を選んで街ができていたということを学ぶことができま
す。
　歴史的な共存とは別に、ちょっと科学技術っぽいことも話そうと思うのですけれど、20年前、私が
アジアに行き出した時、まず、アジアの国の地方に行くと、電話なんか誰も持っていませんでした。電
話の線が地方まで全然引かれていなかったのです。日本はどこの地方でも電話が通っていましたけれ
ど。だけど、その代わりに、アジアの諸国というのは携帯電話の普及率が非常に高かったのですね。あ
っという間に普及しました。アンテナ 1本立てればそれから何キロ範囲は全部 OK。今、得られたデー
タで分析すると、大体 82%くらいがアジア各国で携帯電話を持っています。ほぼ 100%の国もたくさ
んあります。さらに、SNSですね。日本だと LINEが非常にメジャーですけれど、アジアだと LINEが
メジャーなのはタイくらいで、あとはWhatsAppという同じような SNSが使われていて、これが大体
平均で 60%くらい普及しています。こういったものを使って情報を伝達する仕組みというものが、
今、注目されている。
　なんでこれが関係するかというと、私のやっている防災でいくと、日本だと、災害が起きると、
NHKとかテレビですぐに、避難してくださいとか、L字型に情報が出たり、あとは、携帯電話でビー
ビービーって鳴ったりとかと、そういった既存の行政からの仕組みが使えるわけなのですけれど、あと
は防災行政無線でスピーカーから流れたりもしますよね。そういったものがない国では、この SNSを
使って、防災対策、避難と、early warningといったものもやろうというような試みが上がってきていま
す。
　これはタイの事例ですね。タイでは、普及している LINEを使って、災害情報、警報を出したり、逆
に、住民が、あそこで火事が起きているよとか、そういったものをリポートする仕組みといったものが
使われ出しています。こういったものが、今後、アジアの各国で普及可能性あるんじゃないかと私たち
は見ています。
　実際に、SNSを使った防災情報システムというのを私たちもやってみました。WhatsAppとか LINE
でできるのですけれど、集まった情報をパソコンで、Web GISで管理できるようなシステムです。どこ
から情報が来ましたかと、どんな情報ですか、それは今後どういうような対処が必要ですかというよう
なことが分かりやすくできる。災害対策本部にこれを一つ置いておくと、現地の情報がどんどん集約さ
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れてきて、それに対して個別に指示ができるというようなものになります。日本は既存のシステムが出
来上がっているので、これに切り替えなければいけないということはないもですけれど、それがない
国々、自治体においては、こういったシステムを使うことによって非常に安価に災害情報の収集とか、
early warningといったことが実現するシステムということで、有望だと思っています。私たち、今、
ASEANでこの取り組みを広めようと、今年から活動を開始しているところです。
　これ以外にも、私たちは災害のデータ管理とかいうのも進めて、世界で発生する全ての災害に対し
て、災害種別、発生年、シリアルナンバー、国番号というのを付けて、同じ災害についての情報を集め
やすく、そして異なった情報、災害の情報が錯綜しないような取り組みというものをしていて、今これ
が国連のデファクトスタンダードの番号となっています。例えば、ある災害があると、色々な機関がリ
ポートを出します。その時にこの番号を付与することによって、串刺しして、関連情報を一気に取るこ
とができる、そういう取り組みです。さらに、災害発生後に、日本だとヘリコプターとか飛行機で被災
地の全貌把握というのをやって、それをテレビとか災害本部とかが使ったりするのですけれど、お金が
ないような所でも、宇宙の地球観測衛星を使って被災地の状況を瞬時に把握して、災害対策に役立てて
もらおうという取り組みを 2006年から行っています。直近では、きのうの夜発生したフィリピンの地
震に対して、今朝、緊急観測要請が出されて、今、観測を開始しています。多分、明日には画像提供が
開始されると思っています。これは防災機関や宇宙機関が社会に貢献する役割としてボランタリーで行
っているもので、毎年毎年、高い評価を受けております。
　本当に広いアジアですけれど、経済発展は著しいです。その一方で、地方に行くと二十何年前と全然
変わらない風景もあります。それらに対して、私たちは、科学技術をもってサポートしていきたいと思
っています。けれどそれは決して押し付けではなくて、どういう未来を求めるのか、どういう生活をし
ていきたいのか、それに対して日本は何ができるのか、そういう対話で共感しながら考えていきたいと
思っています。ご清聴ありがとうございました。

意見交換（敬称略）

中林：意見交換ということで、今、先生方に前に出てきていただきました。Lam博士のご講演、それ
から、先生方のコメント、そうしたところを伺っておりますと、同じ日常というテーマでもさまざまな
切り口があるということが、皆さま分かっていただけたかと思います。本当に多様な形で日常というも
のを捉えることができ、非常に刺激的なお話がたくさん伺えたわけです。もう一つ、皆さまにご注目い
ただきたいのは、やっぱりアジアという言葉に対する捉え方です。先生方にはいろいろな形のトピック
でお話しいただいておりますけれども、やっぱり広くアジアを捉えてお話しされる方、それから、非常
に特定の地域に限定してアジアをお話しいただく先生、このように、アジアも非常に多様な捉え方がで
きる。これは言ってしまえば、アジアというのは非常に曖昧な言葉ですし、それ故に、使い勝手のい
い、いいかげんな使い方も可能な言葉ということになります。私たち、アジア研究センターとしても、
アジアを対象としてこれからも研究してかなくてはならない時に、アジアをどのように捉えていくの
か、研究していくのか、こうした点は非常に大切なところになってきますので、先生方に、このアジア
という枠組みについてどのように捉えられているか、そこをお伺いしたいと思います。順番としては、
発表順ということで、まず青木先生から、右側から順にコメントを頂きまして、最後、Lam先生にコ
メントを頂くという形で進めてまいりたいと思います。それでは青木先生、よろしくお願いいたします。

青木：中林先生、ありがとうございます。非常に難しいテーマで、どう言ったらいいのか迷うところで
はありますが、私の勤めておりますアジア経済研究所の名前から、ちょっと話を起こして、短くまとめ
たいと思います。私たちのいるところは、アジア経済研究所というんですが、実は、研究対象は、ラテ
ンアメリカ、それから、アフリカも入っております。これは、ラテンアメリカやアフリカもアジアだと
主張しているわけではなくて、後から広がってきたという経緯があるのですけれども、それでも、日本
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名、英語名は Institute of Developing Economiesなのですね。要するに、途上国を研究対象とするという
のがわれわれの研究所のミッションなのですが、それでも、日本名をアジアから変えなかったところに
は、アジアというところに途上国という意味合いが強く込められていて、そこを研究対象とする研究所
であるからだというのがミッションであるという経緯があったと思います。
　ここから私がいつも思っているのは、アジアというのは、何らかの地理的な、あるいは、アジア人と
呼ばれる人間の実態が伴う集合概念だと思うのですけれども、何をもってアジアとするのかというの
は、中林先生のお話にもあったとおり、非常に可変的で、文脈によるところが大きくて、使い方が非常
に難しい。その一方で、アジアであるということで、例えば、アジアじゃないもの、それは、ヨーロッ
パであったり、あるいは先進国であったりするのかもしれませんが、そういったものとの差異を強調す
る、そこに何らかの意思が込められる場でもあると思います。
　私は今回、タイという一つの国だけを取り上げて、アジアの事例の中の一つというふうにしましたけ
れども、やはりここから敷衍して話すのには限界があるので、もうちょっとアジア的な視点というとこ
ろに目を配っていくのも必要だなと思った次第です。以上です。

魚住：私は、今日はベトナムにフォーカスをしてお話をした、あるいは、ASEANにフォーカスをして
お話をしたのですけれども、私、最近、非常に注目していますのは、ASEANのメコン地域ですね。ベ
トナム、ラオス、カンボジア、タイ、ミャンマー、ここと中国との、中国の南部ですね、つながりが非
常に強まっている。具体例、申し上げますと、ラオスのビエンチャンと、それから、中国の昆明、これ
が高速鉄道で結ばれました。
　それで、物流、人流が、非常に増えているわけですね。一方で、ベトナムのハノイから、中国の重慶
も、これは鉄道がつながっていまして、そこから、中欧班列という、中国からロシアの一部を突き抜け
て、ドイツのデュッセルドルフだったかな、につながる、これも鉄道なのですね。ハノイから、それこ
そ重慶経由して、で、中央アジアにものが動くというような動きが非常に活発化しておりまして、その
中国の中欧班列というこの鉄道も、中央アジアを抜けるのですね。カザフスタンが一番大きいのですけ
れども。
　私、そんな延長で、最近、この中央アジア、ASEANのメコン地域から、中国を通じて、中央アジア
に抜ける、この物流に、非常に興味を持っていまして、ですから、私にとってのアジアっていうのは、
基本的には ASEANなのですけれども、それから、中国、それから、これからはやっぱり非常に注目し
たいのが中央アジアですね。というような見方をしております。

西井：ありがとうございます。私の研究所も、やはり、アジア・アフリカ言語文化研究所といいまし
て、アジアっていうのが付いているのですけども、私の研究所では、3つの分野の研究者がいまして、
言語学と歴史学と人類学なのですけども、一番、地域枠組みでやりやすいのは、いわゆる歴史、地域研
究というところなのですが、言語なんかは、アラスカとか、いろんなところの研究者がいます。ところ
が、人類学っていうの、ちょっと悩ましいのが、先ほど私の報告の中でも、人類ということ、ある特定
地域でフィールドワーク、調査をしているけれども、やはり、人間とは何かみたいなものを考えるって
言ったのですけども、この人類学の枠組みの中でアジアっていうのを区切って、例えば、人、どういう
人に来てもらうかっていう時に、ほんとは取っ払いたいっていうのが本音なのですけども、やはりそれ
がなかなかできない。アジア、アフリカっていうところで、やっぱり、何らかの形で絞らなきゃいけな
いっていうところのジレンマがあるっていうのが本音です。
　ただ、最近、だからアジアっていうのが非常に可変的だというお話、先ほどの中林先生のお話もあっ
たのですけども、私たちの研究所でやっているプロジェクトなんかでよく使われる言葉が、人類学の中
で、「トランスカルチャー」っていうことを使っています。これは、カルチャー自体が曖昧なのですけ
ども、どういうことをやるかといったら、枠組み自体を問題視するというよりも、それを超えていくも
のを焦点化しようっていうところなのですね。だから、多分グローバル化の中では、いろんな影響とい
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うのが、例えば、私の調査村だって世界から入ってきていますし、そういう意味では、何がそこの枠組
みで重要であるのか、だけど、やっぱり、超えていくところっていうのを見ていかなくてはいけないな
ということで、最近はそういうところを気にしてやろうかなと言っているところです。

荒木田：私の中でも、発表の中でも言いましたけれども、アジアを一口で言うのは非常に難しいのです
ね。食という観点でいくと、南アジアとか西アジアって、麵は食べるけど、汁麵は食べない、焼きそば
は食べるみたいな文化と、中央アジア・コーカサスだと、ひたすらパンを食べる文化、で、東アジア、
東南アジアだと米を食べる文化で、全然、成り立ちが違う。じゃあ、よく分かっている、米を食べる文
化っていうので見ていくと、みんな、大都市の河口デルタ、扇状地、そういったところに街が発展して
いって、そこに米を作って、そこに人が集まって、そういうような成り立ちで都市ができてきて。結
局、そこは、洪水の跡地なのですね。だから、何度も、人が集まっても洪水に遭う。だけど、米のため
にはそこで生きていかなければいけない。そういうような特性を持っている。
　多分、麦の地帯、パンの地帯、そこはそこで、やはりそこじゃなきゃ都市ができない理由があったの
だと、そうすると、そこにも固有の災害と向き合わなきゃいけない理由があるのだなと思います。だか
ら、みんな、そういう環境リスクと直面しながら、人々は活動しているなというふうに感じて。アジア
をうまく定義するのは難しいと考えています。

Lam（通訳）：5つの大変素晴らしいプレゼンテーションを本日聞きました。方法もケーススタディー
も違いましたが、共通のテーマがありました。それは、日常生活、そして、アジアにおける日常生活で
す。それがテーマでした。アジアのくくりとは何かです。もう既に出ているお話ですけれども、地政学
的な問題、地理的な問題というのは、ただ一つの側面です。最初の 3人のプレゼンターの方たちは、特
定の国に言及しました。タイ、ベトナム、それから、タイ、それから、ムスリムについて言及しまし
た。中林先生がおっしゃったように、流動性があります。アジアといってもそれぞれの地域に流動性が
あります。
　ヨーロッパを考えた時に、特に、トルコはヨーロッパなのか、あるいは、NATOの一部ですよね。そ
れから、荒木田先生がおっしゃったように、中央アジア、アジアという地理を考えた時に、アジアはラ
イフスタイルと食で分けることができるのか。食生活、それは今日のテーマのひとつでしたけれども、
アジアのアイデンティティーというものはあるでしょうか。そういうものがなければ、アイデンティテ
ィーというのは、アイデンティティーに基づいた考え方というのは、主観性があるものなのか。アジア
には共通の価値観というものはあるでしょうか。とても緩いコンセプトだと思います。アジアの価値
観、アジアの文化、DNAと民族性はそうなのでしょうか。民族性に、あるいは文化に頼ったのがアジ
アということなのでしょうか。ユーラシアとかヨーロッパ人かもしれないけれども、アジアに生まれて
育てば、そういう人はアジア人なのかな、アジアの一部なのでしょうか。そういうふうに期待されるの
でしょうか。ラ米でもヨーロッパでも、アメリカ、アジアなどで期待されるアジア人なのか。アジアと
いうのは政治的な概念なのでしょうか。どう思いますか。1970年代、80年代などは、その時は大平首
相でありますけども、アジア太平洋概念を打ち出されました。今、インド太平洋の、このコンセプトを
出そうとしておりますよね。
　最後になりましたけれども、アジアはダイヤモンドみたいなものでしょう？　原石です。だから、カ
ットして磨かなければいけないけれども、私たちがみんな言ったのは、それぞれの面なのですよ。ダイ
ヤモンドにはたくさんの面があるでしょ？　それです。だから、一つのアジア、この特徴っていうのは
ありません。ですから、ほんとに定義をして、そしてまた解釈をし直して、何回も、何回も磨かなけれ
ばいけません。
　皆さま方の近隣の諸国は何ですか。北朝鮮のことはどう考えますか。誰も言いませんでしたね。私は
フィールドワークもしたのですけれども、だから、それ自慢するわけじゃないですけど、私、平壌に行
きましたよ。開城にも行きました。そして最も世界で美しい山といわれる白頭山も、DMZも、非武装
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地帯にも行きました。そして、来年は、パンデミックが終わったら、北朝鮮にフィールドワークに行き
ます、来年。だから、私は北朝鮮に行った時は 6年前ですけども、5月 6月でした。その時に、私は、
それは特権だったと思いますけども、本当に良く扱っていただきました。あまり食べ物なかったのです
けれども、豪勢な食べ物を私にくれました。でも私は、違う惑星に行ったのかと思いました。そして、
月の裏側に行ったような感じがしました。
　でもですよ。北朝鮮は、朝鮮の半島にありまして、そして、日本に近いですよね。地理的にも文化的
にもそうでしょ？　だから、アジアということを言う時には、北朝鮮はどこに組み込むのですか。トル
コとかラテンアメリカと、それから、中央アジアのことをおっしゃいましたけれども、北朝鮮はどこ
に、私たちのアジアの概念にはめ込まれるのですか。私のような人は、私は月の裏側に行ったような気
がしましたけれど。だから、考えていただければと思います。

中林：どうもありがとうございました。本当は、ここからいろいろ討論といきたいのですけれども、残
念ながら、終了時刻の 5時を過ぎておりますので、意見交換はこれで終わります。先生方からいろいろ
な角度からの意見も頂きましたし、特に Lam博士から、磨き続けることが大事だと伺いました。「アジ
アって何だろうか」という問いについて、本センターでも考え続けていきたいと思います。

（いしい　りさこ　所員　神奈川大学法学部准教授）編集


